
 

 

 

　実施箇所の生活環境の向上及び交通の安全確保が図られた。

【実施事業概要】　　　

側溝　Ｌ＝ 31.30ｍ

石巻地区　2箇所
河南地区　1箇所
　　　計　3箇所

－

Ｈ29Ｈ28

7,240,000

その他

決算額の財源内訳

5,691千円

7,240,000

（単位：円）

一般財源

7,240千円

予算額 決算額

2,951千円

舗装　Ａ＝443.05㎡

側溝　Ｌ＝124.8ｍ

舗装　Ａ＝281.00㎡

（3件）（3件）

4,049千円

門脇字元浦屋敷地内

年度 Ｈ27

側溝　Ｌ＝ 75.00ｍ

舗装　Ａ＝656.00㎡

124.80ⅿ

箇所数

側溝　Ｌ＝240.00ｍ

舗装　Ａ＝278.00㎡

Ｈ30

0世帯

－ 68.00ⅿ

298人

0人

298人

石巻地区　3箇所
河南地区　1箇所
　　　計　4箇所

179.00㎡

対象世帯数

5世帯 －

墓地使用者数

0人 －

－56.80ⅿ

事　業　名

5世帯

　市民の生活環境の向上及び交通の安全を確保するため、住民が供用する私道等の整備（舗装新設、側
溝新設、敷砂利、道路反射鏡新設・補修、参道土工）に対し、舗装55/100、側溝70/100を補助する。

石巻地区　2箇所
河南地区　1箇所
　　　計　3箇所

石巻地区　1箇所
河南地区　1箇所
　　　計　2箇所

10世帯

予算の執行状況

宜山町地内

　地域住民複数で利用する私道等の整備に対し助成を行っており、実施状況については、以下のとおり
である。

成　　　　果

Ｈ30実施状況（3箇所）

敷砂利Ａ＝200.00㎡

（2件）

7,240,000

実施場所

予
算
科
目

1 目

成果に係る評価

目的及び事業内容

第 2 節

実施計画
掲載ページ

事業コード

（4件）

2 項

総
合
計
画

281.00㎡

中　事　業

地域の個性が輝き融和
するまち

取　組　実　績

道路橋りょう総務費

第 6 章8 款

Ｐ121

－

( 2 )

復
興
計
画

地域間連携により、大
きな魅力を創出する

舗装 敷砂利

日常生活を支える道路
網を形成する

側溝整備

土木費

道路橋りょう費

　住民が供用する私道等の整備を促進することで、市民の交通の安全を確保し、生活環境の改善・向上
を図るため、本助成制度を継続する。

私道舗装等助成費

私道舗装等助成事業006-002-002-00196

(  )

(  )

(  )

事業費

内容

計

102.00㎡北村字神尾地内

地方債国(県)支出金
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【道路定期点検】

【道路トンネル及び橋りょう長寿命化修繕計画策定業務】

【道路トンネル設備改修工事】

【橋りょう改修工事】

内　容

路線名
牧山東・西トンネル電気設備改修工事
（トンネル内高圧受電盤等の改修）

事業費
　契約額43,805,880円
（うちＨ30執行額22,315,880円）

区分
Ｈ29繰越明許費

契約額87,926,826円
（うちＨ30執行額87,926,826円）

　道路トンネル及び橋りょうに係る長寿命化修繕計画を策定した。

区分
Ｈ29繰越明許費

実施施設数
橋りょう　 　877橋
トンネル　   　4本

事業費

実施施設数

契約額31,956,120円
（うちＨ30執行額31,956,120円）

内　容

事業費

内　容

路線名

地方債国(県)支出金

中埣橋石巻大橋伊原津一丁目線中埣橋、大沢1号線若宮橋、
内原内山線ほか1路線、八軒馬鞍線島越前1号橋

成　　　　果

　老朽化により補修が必要となった橋りょうの改修工事を実施した。

　道路法施行規則の改正に伴う、5年に1度の道路附属物の点検について、定期点検要領に基づき橋りょ
う等の定期点検を実施した。
　また、点検結果をもとに道路トンネル及び橋りょうに係る長寿命化修繕計画を策定した。
　老朽化により補修が必要となった道路トンネル設備及び橋りょうの改修工事を実施した。

内　容

Ｈ29繰越明許費

橋りょう　 　353橋
こ線道路橋　   4橋

事業費
　契約額82,919,160円
（うちＨ30執行額43,499,160円）

　老朽化により補修が必要となった道路トンネル設備の改修工事を実施した。

(  )

(  )

第 6 章

006-002-002-00199
006-002-002-01102

事　業　名
道路ストック長寿命化事業
道路定期点検事業

8 款

2 項 道路橋りょう費 第 2 節

総
合
計
画

道路維持費

19,000,000

　道路定期点検要領に基づき、橋りょう等の定期点検を実施した。

道路ストック長寿命化事業費

101,690,000

決算額の財源内訳

土木費

Ｐ121、Ｐ124

( 2 )

復
興
計
画

(  )

事業コード

　当市が管理する道路施設（橋りょう、トンネル、舗装、法面等、附属物）の点検を行い、その成果を
基として、長寿命化修繕計画を策定し計画的な修繕により施設の長寿命化を図り、道路網の安全性や信
頼性を確保するもの。

目的及び事業内容

成果に係る評価

日常生活を支える道路
網を形成する

地域の個性が輝き融和
するまち

地域間連携により、大
きな魅力を創出する

予
算
科
目

2 目

225,615,486 185,697,986

取　組　実　績

中　事　業
実施計画

掲載ページ

区分

　道路施設（橋りょう、トンネル、舗装、法面等、附属物）の点検を行い、その成果を基として、長寿
命化修繕計画を策定し計画的な修繕により施設の長寿命化を図り、道路網の安全性や信頼性を確保する
ため、事業を継続する必要がある。

区分

決算額

（単位：円）

予算の執行状況

65,007,986

一般財源

予算額

その他
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　(1) 支障となっていた電気通信設備を移設した。

　(2) 沼8号道路ほか2路線交差点改良工事を実施した。

【事業の進捗】

　年次計画に従い、交差点改良工事を実施し、全体事業が完了した。

成果に係る評価

目的及び事業内容

区分

1　平成30年度事業実施状況

予算の執行状況
予算額

53,852,232

決算額の財源内訳

決算額

11,652,232

7.1％ 1.7％

事業（事業費換算）の進捗率 達成率
（年度別）目標値

Ｈ27

（単位：円）

Ｈ30

沼8号線道路改良事業事　業　名

第　節

(  )

復
興
計
画

道路橋りょう費

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

事業コード

　本市河南広渕地区に位置する本路線と広域農道の交差点は、交差点の車線が変則となっており交通事
故の多発地点である。
　このため、交差点の改良を実施することにより、交通の円滑化、交通事故防止を図る。

　○ 交差点改良
　延長Ｌ＝477.1ｍ
　幅員Ｗ＝9.5ｍ
　施工箇所：石巻市広渕字二工区南ほか1字地内

2

実績等

項

総
合
計
画

予
算
科
目

4 目

8 款

(  )

(  )

土木費 第　章

道路新設改良費

中　事　業 道路新設改良事業費

(  )

Ｈ28 13.8％ 11.5％ 83.7％

24.5％

一般財源

　交差点改良工事の完了に伴い、交通の円滑化、交通事故防止が図られた。

その他地方債国(県)支出金

100.0％ 100.0％ 100.0％

Ｈ29 100.0％ 48.8％ 48.8％

42,200,00053,852,232

- 229 -



1　平成30年度事業実施状況

(3)　歩道設置工事に係る用地取得、物件補償を実施した。

【事業の進捗】

90.5％

(1)　歩道設置工事を実施した。

(2)　歩道設置工事に伴う土地鑑定業務及び物件等調査業務を実施した。

49.8％

Ｈ30 100.0％

決算額

成果に係る評価

26,800,000

決算額の財源内訳

Ｈ28 70.5％

事業（事業費換算）の進捗率

目標値 実績等

5.3％

70.6％

中　事　業

　年次計画に従い、歩道設置工事に伴う土地鑑定業務及び物件等調査業務を行い、用地取得及び物件補
償を実施するとともに、歩道設置工事を進め、事業の進捗を図った。

　現道が狭く通学路の歩道が無いため、改良整備を実施する。

　歩道設置事業
　実施期間：平成26年度～令和元年度
　全体計画：延長Ｌ＝1,330ｍ、歩道Ｗ＝2.5ｍ

100.0％Ｈ26

道路新設改良事業費

　平成30年度までにＬ＝1,143ｍが完成し供用することができた。残りの区間についても地元関係者と
の調整や宮城県との河川協議を進めるとともに、事業用地を確保し、早期事業完成を目指す。

Ｈ29 100.0％ 61.6％ 61.6％

90.5％

大瓜地区通学路線改良事業事　業　名

5.3％

（単位：円）

4 目

8 款

2 項

予
算
科
目

事業コード

目的及び事業内容

復
興
計
画

(  )

第　章土木費
総
合
計
画

道路新設改良費

(  )

(  )

道路橋りょう費 第　節 (  )

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

区分

国(県)支出金 地方債

取　組　実　績

達成率
（年度別）

28,319,128 28,319,128

Ｈ27 50.4％ 23.4％

1,519,128

その他 一般財源

予算額

46.4％

予算の執行状況
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【事業の進捗】

※Ｈ24までの進捗率は6.6％

23.4％ 21.8％

30.7％ 29.8％ 97.0％

98.9％

93.1％

21.8％ 21.0％ 96.4％

Ｈ30 30.4％ 30.4％ 100.0％

Ｈ27

国(県)支出金

成　　　　果

区分
事業（事業費換算）の進捗率

Ｈ25 21.6％

成果に係る評価

Ｐ123 中　事　業

　本線は、北上地区と河北地区を結ぶ生活幹線道路であり、国道45号へ通じる市街地等への通勤等に利
用する地域間道路でもあることから、地区内交通の円滑化、歩行者及び通行車両の安全確保を図り、緊
急時の避難路として整備する。
・全体計画：山崎馬鞍線（馬鞍工区）　延長Ｌ＝555ｍ、幅員Ｗ＝8.5ｍ、橋梁Ｎ＝1基
　　　　　　河北長尾線（県とのアロケーション事業）　延長Ｌ＝847.7ｍ、幅員Ｗ＝7.5ｍ
・施工箇所：石巻市北上町橋浦字新三貫沢～石巻市馬鞍字土手下

達成率
（年度別）目標値

51.5％

第 6 章

Ｈ26

実績等

Ｈ29

4,317,000

山崎馬鞍線・河北長尾線道路改良事業費

32,440

その他 一般財源

　事業の推進に当たっては、県河川災害復旧事業との調整や関係機関との協議を十分に行い、事業の進
捗を図る必要がある。

Ｈ28 22.2％ 22.0％

11.1％

　年次計画に従い、取付道路等測量設計及び道路改良付帯工事を実施し、事業の進捗を図った。

総
合
計
画

山崎馬鞍線（馬鞍工区）・河北長尾線道路改良事業

地域間連携により、大
きな魅力を創出する

(  )

(  )

復
興
計
画

1　平成30年度事業実施状況
　(1)　[馬鞍工区]
　　ア　道路改良付帯工事を実施した。

　　イ　取付道路等測量設計業務を実施した。

(  )( 2 )

款

項

日常生活を支える道路
網を形成する

地域の個性が輝き融和
するまち

道路新設改良費

土木費

道路橋りょう費

事業コード

2

006-002-002-00876 事　業　名

実施計画
掲載ページ

第 2 節

予
算
科
目

4 目

8

目的及び事業内容

取　組　実　績

予算の執行状況
予算額

8,259,328

決算額の財源内訳

決算額

7,849,440

地方債

（単位：円）

3,500,000
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　(1) 測量設計業務に着手した。

　(2) 道路改良工事に着手した。

【事業の進捗】

20,320,000

一般財源

　事業の推進にあたり、関係地権者や関係機関との協議を十分に行い、地区内交通の円滑化、歩行者・
通行車両の安全確保を図るため、事業を継続する必要がある。

その他地方債

決算額

日常生活を支える道路
網を形成する

地域の個性が輝き融和
するまち

74.8％

(  )

1　平成30年度事業実施状況

中　事　業 道路新設改良事業費

(  )
予
算
科
目

4 目

8 款

(  )

土木費 第 6 章

道路新設改良費

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

事業コード

　河北・赤柴地区から主要地方道石巻河北線を経由して、三陸縦貫自動車道河北ＩＣまでのアクセスの
向上を図るとともに、地区内交通の円滑化、歩行者・通行車両の安全確保を図る。

　○ 道路改良
　延長Ｌ＝4,000ｍ
　幅員Ｗ＝7.5ｍ
　施工箇所：石巻市三輪田地内

2

実績等

Ｐ121

項

総
合
計
画

006-002-002-00575 三輪田線道路改良事業事　業　名

第 2 節

( 2 )

復
興
計
画

地域間連携により、大
きな魅力を創出する

道路橋りょう費

18.7％ 14.0％

事業（事業費換算）の進捗率 達成率
（年度別）目標値

Ｈ30

（単位：円）

　年次計画に従い、測量設計業務に着手するとともに、道路改良工事に着手し、事業の進捗を図った。

成果に係る評価

目的及び事業内容

区分

予算の執行状況
予算額

20,320,000

決算額の財源内訳

国(県)支出金

20,320,000
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1　平成30年度事業実施状況

(1)　[中島工区]

ア　道路改良工事に伴う、測量設計業務及び物件等調査算定業務を実施した。

イ　道路改良工事に係る用地取得を実施した。　7件

【事業の進捗】

4.4％ 49.0％

国(県)支出金

（単位：円）

　工事施工に先立ち用地交渉を実施し、契約件数ベースで全体の41％の用地を取得した。今後の事業の
推進に当たっては、残用地の取得を進めるとともに、県河川災害復旧事業との調整や関係機関との協議
を十分に行い、事業の進捗を図る必要がある。

取　組　実　績

成　　　　果

区分
事業（事業費換算）の進捗率 達成率

（年度別）目標値 実績等

3.0％

　本線は、飯野川地区内の生活幹線道路であり、国道45号へ通じる路線で、石巻市街地等への通勤及び
通学等に利用する地域間道路でもあるが、狭あいで歩車道が分離されていないため、一般車両の通行及
び歩行者等が危険な状況にあることから、宮城県が実施する河川災害復旧事業に合わせて整備すること
により、地区内交通の円滑化、歩行者及び通行車両の安全確保を図る。

・全体計画　Ｌ＝1,330ｍ　Ｗ＝9.5ｍ

第 2 節道路橋りょう費

Ｈ29 8.9％

4.5％

地域の個性が輝き融和
するまち

地域間連携により、大
きな魅力を創出する

Ｐ122 中　事　業

日常生活を支える道路
網を形成する

( 2 )

総
合
計
画

4.6％

第 6 章

Ｈ27

(  )

山崎馬鞍線道路改良事業費（中島工区）

48.0％

006-002-002-00858 事　業　名 山崎馬鞍線道路改良事業（中島工区）

2 項

道路新設改良費

4.5％

(  )

復
興
計
画

-

(  )

成果に係る評価

事業コード

6,117,024

予
算
科
目

4 目

8 款 土木費

一般財源

決算額の財源内訳

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

予算の執行状況
予算額

7,617,024

Ｈ28

3,163,000 2,905,000

地方債

決算額

49,024

その他

Ｈ30 11.0％ 5.3％ 47.9％

-

2.1％

67.1％

　年次計画に従い、道路改良工事に係る用地を取得するとともに、測量設計及び物件等調査算定業務を
実施し、事業の進捗を図った。

Ｈ25
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　(1) 測量設計業務を実施した。

【事業の進捗】

　事業の推進にあたり、地元関係者との調整を進め、早期の事業完成を目指す。

達成率
（年度別）

目的及び事業内容

区分

1　平成30年度事業実施状況

予算の執行状況
予算額

8,900,000

決算額の財源内訳

Ｈ30

復
興
計
画

（単位：円）

　年次計画に従い、測量設計業務を実施し、事業の進捗を図った。

成果に係る評価

道路橋りょう費

26.3％ 26.3％

事業（事業費換算）の進捗率

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

事業コード

　現道は周辺の水田より低い位置にあり、道路改良により降雨時の冠水による通行止め等の被害を解消
し、交通の円滑化を図る。

　○ 道路改良
　延長Ｌ＝300ｍ
　幅員Ｗ＝5.0ｍ

2

目標値

Ｐ122

項

総
合
計
画

(  )
予
算
科
目

4 目

8 款

地域間連携により、大
きな魅力を創出する

土木費 第 6 章

道路新設改良費
日常生活を支える道路
網を形成する

地域の個性が輝き融和
するまち

100.0％

実績等

道路新設改良事業費

7,100,0007,133,400

(  )

国(県)支出金

中　事　業

006-002-002-00578 大須長尾線道路改良事業

一般財源

33,400

決算額

その他地方債

(  )

事　業　名

第 2 節

( 2 )
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　(1) 測量設計業務を実施した。

　(2) 水道管の移設を実施した。

　(3) 道路改良工事に着手した。

【事業の進捗】

国(県)支出金

44,700,000

Ｈ30

（単位：円）

　年次計画に従い、測量設計業務を実施するとともに、道路改良工事に着手し、事業の進捗を図った。

成果に係る評価

目的及び事業内容

区分

予算の執行状況
予算額

44,945,000

決算額の財源内訳

道路橋りょう費

182,640

8.2％ 8.2％

事業（事業費換算）の進捗率 達成率
（年度別）目標値

Ｐ122

項

総
合
計
画

006-002-002-00693 単独線道路改良事業事　業　名

第 2 節

( 2 )

復
興
計
画

地域間連携により、大
きな魅力を創出する

土木費 第 6 章

道路新設改良費

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

事業コード

　現道は、通学路指定となっているが、狭あい等により通学児童、地域住民が危険な状況にある。道路
拡幅と水路の改良整備を行うことにより、高須賀地区から本路線を経由して三陸縦貫自動車道河北ICま
でのアクセスを向上させ、地区内の交通の円滑化、歩行者・通行車両の安全を確保する。

　○ 道路改良
　延長Ｌ＝3,200ｍ
　幅員Ｗ＝11.1ｍ
　施工箇所：石巻市小船越字後～字大縄場地内

2

実績等

中　事　業 道路新設改良事業費

(  )
予
算
科
目

4 目

8 款

(  )
日常生活を支える道路
網を形成する

地域の個性が輝き融和
するまち

100.0％

(  )

1　平成30年度事業実施状況

44,882,640

一般財源

　事業の推進にあたり、関係地権者や関係機関との協議を十分に行い、地区内の交通の円滑化、歩行
者・通行車両の安全の確保を図るため、事業を継続する必要がある。

その他地方債

決算額
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(1)　道路整備工事に伴う、支障電力柱等の移転を実施した。

(2)　道路整備工事を実施した。

予算の執行状況
予算額

26,223,434

決算額の財源内訳

決算額

26,223,434 1,323,434

その他

（単位：円）

24,900,000

地方債国(県)支出金 一般財源

成果に係る評価

事業コード

　歩道設置を含む道路の拡幅改良を行うことにより、通勤・通学、歩行者等の安全確保と地区内交通の
円滑化を図る。

全体計画　延長Ｌ＝150m　幅員Ｗ＝8.25m目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　道路の拡幅工事の完了に伴い、通勤・通学、歩行者等の安全確保と地区内交通の円滑化が図られた。

006-002-002-00864 事　業　名 屋敷3号線道路整備事業

道路新設改良事業費Ｐ123 中　事　業

1　平成30年度事業実施状況

　年次計画に従い、道路整備工事を実施し、全体事業が完了した。

【事業の進捗】

区分
事業（事業費換算）の進捗率

達成率
目標値 実績等

Ｈ30 100.0％

地域の個性が輝き融和
するまち

地域間連携により、大
きな魅力を創出する

日常生活を支える道路
網を形成する

予
算
科
目

4 目

8 款

2 項

総
合
計
画

道路新設改良費

(  )土木費

道路橋りょう費 第 2 節

( 2 )

復
興
計
画

(  )

(  )

第 6 章

100.0％ 100.0％
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(1)　道路及び駐車場の整備に伴う、測量設計業務に着手した。

予算の執行状況
予算額

7,250,000

決算額の財源内訳

決算額

7,250,000

その他

（単位：円）

7,250,000

地方債国(県)支出金 一般財源

成果に係る評価

事業コード

　雄勝地区大須埼灯台への観光客を誘引するため、道路及び駐車場の整備を行う。
　現存する大須埼灯台へつながる歩道は、幅員が狭く急勾配で、住家もあり、駐車場等の確保が困難で
あることから、来訪者の利便性及び安全性を確保するため、県道からの新たな道路、駐車場等を整備
し、地域の活性化を図る。

全体計画　延長（車道・遊歩道）Ｌ＝420.6m　車道幅員Ｗ＝6.0m

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　事業の推進に当たっては、本事業の用地が一部、三陸復興国立公園の指定を受けていることから、関
係機関との調整を行い、事業の進捗を図る必要がある。

006-002-002-01251 事　業　名 大須埼灯台周辺道路整備事業

大須埼灯台周辺道路整備事業費Ｐ125 中　事　業

1　平成30年度事業実施状況

　年次計画に従い、測量設計業務に着手し、事業の進捗を図った。

【事業の進捗】

区分
事業（事業費換算）の進捗率

達成率
目標値 実績等

Ｈ30 12.2％

地域の個性が輝き融和
するまち

地域間連携により、大
きな魅力を創出する

日常生活を支える道路
網を形成する

予
算
科
目

4 目

8 款

2 項

総
合
計
画

道路新設改良費

(  )土木費

道路橋りょう費 第 2 節

( 2 )

復
興
計
画

(  )

(  )

第 6 章

3.0％ 24.3％
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1　平成30年度事業実施状況　

※平成30年度は、市内2地域で事業を実施し、土砂災害に対する安全性の向上が図られた。

6,180千円 

Ｈ30

羽黒町

下沢

9,864千円 

Ｈ29

羽黒町

羽黒町

下沢

下沢

泊浜 前浜の2

【実施事業概要】

21,296千円6,000千円

総
合
計
画

急傾斜地崩壊対策事業費

事　業　名

Ｈ26

Ｐ99

土木費

道路橋りょう費

Ｈ24 Ｈ25

004-007-001-00195

( 1 )

復
興
計
画

前浜の2

第 7 節

Ｈ28

前浜の2

　急傾斜地法に基づき、県が事業主体となり対策を行う事業。
　急傾斜地崩壊危険区域内の自然がけに対して崩壊を防止する事業で、事業費の10％を負担するもの。

地方債国(県)支出金

災害に対する備えを充
実する

自然災害による被害を
軽減する

(  )

中　事　業

鹿妻 鹿妻 鹿妻

泊浜

目

8 款 第 4 章 (  )

2 項

成果に係る評価

事業コード

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

予
算
科
目

7

一般財源

安心して健やかに暮ら
せるまち

　宮城県が事業主体であるが、事業実施の遅れは、市民に重大な被害を及ぼす可能性があるので、危険
区域の事業実施を県に要望していく必要がある。

県営事業負担金

県営事業急傾斜地対策事業

場所

年度

(  )

Ｈ27

(1)　宮城県が実施した本市内の急傾斜地崩壊対策事業に対し、事業費の10％を負担した。

(2)　6月の土砂災害防止月間に合わせ、県と市が合同で土砂災害危険箇所パトロールを実施した。

　石巻市内の土砂災害危険箇所は、平成30年末現在で土石流危険渓流が432か所、急傾斜地が774か所あ
り、急傾斜崩壊危険区域として96か所を指定しており、指定地域の着手率は95.8％となっている。

予算の執行状況
予算額

6,180,000

決算額の財源内訳

決算額

6,180,000 6,180,000

その他

（単位：円）

寺沢

水浜

前浜の2 前浜の2

寺沢

負担金額 16,353千円 29,585千円 18,112千円

下沢 下沢

- 238 -

(1)　[蛇田新橋]

ア　用地測量業務及び物件等調査算定業務を実施した。

イ　道路詳細設計業務を実施した。

ウ　用地取得、物件移転補償等を実施した。　

エ　取付道路整備工事に着手した。

【事業の進捗】

・田道町一・蛇田新橋線橋りょう整備事業

Ｈ26 4.1％

その他

目標値

84,008,000

実績等

( 1 )

減災まちづくりの推進

復
興
計
画

みんなで築く災害に強
いまちづくり

橋りょう改良事業 〔復興基金〕 

田道町一・蛇田新橋線橋りょう整備事業費

( 3 )

( 1 )

予
算
科
目

8 目

8 款 第  章

道路橋りょう費

地方債

7,105,547108,080,000

国(県)支出金

第  節

都市基盤の復旧・復興

2 項

総
合
計
画

土木費

実施計画
掲載ページ

001-301-003-00325

東日本大震災関係費

事　業　名

42.9％

一般財源

(  )

（単位：円）

事業コード

Ｐ161 中　事　業

予算額

199,443,027

決算額の財源内訳

決算額

5.4％ 3.6％ 66.4％

199,193,547

34.1％

1.4％ 29.4％

Ｈ28

成果に係る評価

　蛇田新橋の架け替えについては、既存市街地の事業であり、市民への影響を考慮しながら円滑な事業
の進捗に努めている。これまで用地取得、物件移転補償を6件実施し事業の進捗を図った。また、本体
工事に先立ち取付道路整備と支障水道管移設工事を契約し工事に着手した。

Ｈ27 4.8％

予算の執行状況

目的及び事業内容

　地震等の災害に対応した構造にすることにより、落橋や破損を防ぎ、災害時にも円滑な交通と安定し
た物資等の輸送等がなされるよう、橋の耐震補強及び架け替え等の整備を行い、安全で安心な道路環境
の確保を図る。

・計画期間：平成25年度～令和2年度
・計画内容・箇所：架け替え　蛇田新橋　延長136.5ｍ（摺り付け道路整備含む）、Ｗ＝12.75ｍ

取　組　実　績

区分
事業（事業費換算）の進捗率 達成率

（年度別）

　年次計画に従い、蛇田新橋の架け替えに係る用地測量業務及び物件等調査算定業務を実施するととも
に、用地取得、物件移転補償を行い、取付道路整備工事に着手し、事業の進捗を図った。

1　平成30年度事業実施状況

成　　　　果

1.4％

Ｈ29 9.2％ 5.1％ 55.8％

Ｈ30 42.0％ 18.0％
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(2)　道路改良工事に係る用地取得、物件補償を実施した。

【事業の進捗】

Ｈ30 60.5％ 46.4％ 76.6％

成　　　　果

Ｈ29 40.6％ 18.9％ 46.6％

3.8％

8.4％

達成率
（年度別)実績等目標値

目的及び事業内容

　本路線は、稲井地区と国道398号を結ぶ幹線道路であり、現在整備中の国道398号石巻バイパスとも接
続されることから、交通の円滑化が図られるとともに、災害時には、沿岸部の住民が内陸へ避難できる
道路となる。また安定した物資輸送路として、浸水域から高台地を経由した防災拠点を結ぶ最短ルート
として交通基盤が確保される。
・実施期間：平成25年度～令和元年度
・全体計画：延長Ｌ＝764ｍ、車道幅員Ｗ＝7.5ｍ　歩道幅員Ｗ＝2.5ｍ
・施工箇所：石巻市流留～石巻市沢田

1　平成30年度事業実施状況

(1)　道路改良工事を実施した。

ア 用地取得　7件

イ 物件補償　8件

取　組　実　績

決算額

341,234,454

決算額の財源内訳

一般財源

187,128,000

成果に係る評価

　事業に必要な用地はほぼ取得した。あわせて改良工事を2工区発注し事業の進捗を図った。

国(県)支出金

145,452,0007,654,454340,234,454

地方債 その他

2 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

001-301-003-00327

実施計画
掲載ページ

予
算
科
目

8 目

8

（単位：円）

予算の執行状況
予算額

事業コード

84.3％

Ｈ27 3.5％ 40.9％

Ｈ26

事　業　名

款
みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

復
興
計
画

( 1 )(  )

事業（事業費換算）の進捗率

Ｐ162

土木費

道路橋りょう費

中　事　業

第  節

第  章

都市基盤の復旧・復興

流留真野沢田線道路改良事業〔復興基金〕 

( 1 )

流留垂水地区避難路整備事業費

( 3 )

100.0％

　年次計画に従い、道路改良工事を実施するとともに、用地取得、物件等補償を実施し事業の進捗を
図った。

区分

Ｈ28 16.8％ 5.2％ 31.1％

Ｈ25 1.3％ 1.3％

3.2％
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(1)　道路改良工事に伴う支障電力柱等の移設を実施した。

(2)　道路改良工事を実施した。

【事業の進捗】

成　　　　果

成果に係る評価

31.5％

国(県)支出金

屋敷浜・猪落線道路改良事業〔復興交付金〕

都市基盤の復旧・復興

みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

復
興
計
画

( 3 )

( 1 )

1　平成30年度事業実施状況

一般財源

( 1 )

実施計画
掲載ページ

屋敷浜猪落線道路改良事業費

（単位：円）

30,357,477

　災害時の半島地区住民の孤立解消を図るとともに、大型車両の乗り入れが容易な幅員を確保すること
により、早期の被災者対応や物資の輸送が図られる。また、緊急時の安全な避難路と国道398号の補完
機能を担う道路として、広域的な観点からも整備を実施する。

・実施期間：平成24年度～令和元年度
・全体計画：延長Ｌ＝1,090ｍ、車道幅員Ｗ＝7.5ｍ
・施工箇所：石巻市渡波字大浜地内

事　業　名

予算の執行状況

事業（事業費換算）の進捗率

　年次計画に従い、道路改良工事を進めるとともに、支障となる電力柱等の移設を行い、事業の進捗を
図った。

第  章

中　事　業

総
合
計
画

東日本大震災関係費

第  節

Ｐ162

(  )

土木費

道路橋りょう費

事業コード

目的及び事業内容

2 項

001-301-003-00328

予
算
科
目

8 目

8 款

94.2％

その他

予算額

29.7％

100.0％ 55.7％

145,979,843

決算額の財源内訳

決算額

104,562,000134,919,477

Ｈ29

地方債

69.5％

Ｈ28

　事業の推進を図るため2つの工区を同時に実施している。土質等状況に変化が無ければ、計画期間内
で完了する見込みである。

取　組　実　績

30.2％ 14.5％

区分

55.7％

達成率
（年度別）目標値 実績等

Ｈ25 2.0％ 1.9％ 97.6％

Ｈ26 22.6％ 2.8％ 12.2％

Ｈ27 48.1％

Ｈ30 100.0％ 69.5％
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(2)　道路改良工事に係る用地取得、物件補償を実施した。

【事業の進捗】

183,292,310

地方債国(県)支出金

100,772,000

その他

Ｈ25

Ｈ27 20.7％

44.3％ 92.4％

成果に係る評価

78,329,000

決算額

　国とのアロケーション事業にて進めている歩道設置事業の進捗を図るため、国事業との連携・調整を
密にし、継続して事業推進を図る必要がある。

目

8 款

予算の執行状況
予算額

184,145,851

決算額の財源内訳

Ｈ28

Ｈ26

37.2％

減災まちづくりの推進

( 1 ) 都市基盤の復旧・復興

5.7％

26.8％

第  節

実施計画
掲載ページ

事　業　名

2 項

事業コード 001-301-003-00635

道路橋りょう費

中　事　業

予
算
科
目

8

Ｐ163

(  )

復
興
計
画

( 3 )

土木費 第  章

井内大瓜線歩道設置事業費

一般財源

井内大瓜線歩道設置事業〔復興基金〕

72.2％

14.1％ 68.3％

Ｈ30

4,191,310

みんなで築く災害に強
いまちづくり総

合
計
画

東日本大震災関係費

( 1 )

100.0％

49.7％

12.3％ 0.7％

43.3％ 87.1％

48.0％

（単位：円）

　イ　事業用地取得に伴う用地内工作物撤去補償を実施した。

　ア　事業用地を取得した。
取　組　実　績

目的及び事業内容

　県道石巻雄勝線と国道398号石巻バイパス大瓜工区までを結ぶ市道（井内大瓜線、休石1号線）に、国
とのアロケーション事業により歩道を設置し歩行者等の安全を確保するとともに、車道等を拡幅し交通
の利便性の向上を図る。
・実施期間：平成26年度～令和2年度　　・施工箇所：石巻市大瓜字井内～石巻市大瓜字上宿
・全体計画：延長Ｌ＝1,483ｍ、Ｗ＝2.5ｍ～9.75ｍ
  　国アロケーション分：Ｌ＝1,272ｍ、歩道幅員Ｗ＝2.5ｍ
　　休石1号線道路改良事業：Ｌ＝210.7ｍ、Ｗ＝9.75ｍ

1　平成30年度事業実施状況

(1)　国土交通省が実施する旧北上川左岸堤防嵩上げ工事に係るアロケーション事業分として

市負担金（国施工負担金）を支出した。

成　　　　果

区分
事業（事業費換算）の進捗率 達成率

（年度別）目標値 実績等

0.5％ 0.5％

Ｈ29

　年次計画に従い、道路整備に係る用地の取得・用地内工作物撤去補償を実施した。また、国とのアロ
ケーション事業に係る市負担金を支出し事業の進捗を図った。
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(1) 新蛇田地区

　ア　事業用地取得

　イ　支障電柱等移設費負担金

　ウ　物件移転補償費

　エ　新立野元浦屋敷線道路改良工事

(2) 新渡波地区

　ア　支障電柱等移設費負担金

　イ　鹿妻山渡波町一丁目線道路改良（その2・その3）工事

【事業の進捗】

48.4％ 48.4％

成　　　　果

地方債

Ｈ29 100.0％

予算の執行状況

Ｈ28

　年次計画に従い、用地取得及び物件補償を行うとともに、工事に支障のある電力柱等を移設し、道路
改良工事を実施し、事業の進捗を図った。

48.6％

一般財源

達成率
（年度別）

成果に係る評価

193,141,513

その他

154,512,000

事業（事業費換算）の進捗率

目標値 実績等

決算額予算額

決算額の財源内訳

24.9％ 51.2％

震災復興土地区画整理関連道路整備事業費

事業コード

第  章

事　業　名

8 目 (  )

第  節

中　事　業
実施計画

掲載ページ

予
算
科
目

2 項

8 土木費

東日本大震災関係費

総
合
計
画

目的及び事業内容

　新市街地土地区画整理地区外の道路改良を実施し、区画整理地内道路との効果的な接続を図る。
　新蛇田地区　6路線　全体計画Ｌ＝1,120ｍ　Ｗ＝4.1～12.0ｍ（完了）
　　　　　　　① 新立野・元浦屋敷線　② 新立野1号線　③ 沖新立野線　④ 新蛇田55号線
　　　　　　　⑤ 二番谷地菰継線　⑥ 新沼田3号線
　新渡波地区　1路線　全体計画Ｌ＝200ｍ　Ｗ＝11.0ｍ
　　　　　　　① 鹿妻山・渡波一丁目線

取　組　実　績

1　平成30年度事業実施状況

(  )

(  )款

新市街地区画整理関連道路整備事業〔復興交付金〕

(  )

復
興
計
画

道路橋りょう費

区分

226,637,201 38,629,513

（単位：円）

10.7％Ｈ27 19.2％ 55.6％

　新蛇田地区については6路線全てが完了し、区画整理地内との接続が図られた。新渡波地区について
は工事を着手しており、早期完成に努めている。

国(県)支出金

Ｈ30 100.0％ 89.3％ 89.3％
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　(1)　道路改良工事を実施した。

　(2)　事業用地を取得した。

　(3)　事業用地取得に伴う支障物の移転を実施した。

【事業の進捗】

1,203,708

その他

決算額の財源内訳

　あゆみの駅周辺の道路を平成30年度までに部分供用し、駅利用者の利便性を向上させた。残り区間も
着手しており早期完成を目指す。

1　平成30年度事業実施状況

Ｈ28

7.7％16.9％

目標値

Ｈ26

66.7％

Ｈ27

3.6％

83.5％

達成率
（年度別）

79.5％49.1％61.8％

83.5％100.0％Ｈ30

53,476,708

復
興
計
画

中　事　業

　年次計画に従い、事業用地の取得並びに事業用地取得に伴う支障物の移転を行うとともに、道路改良
工事を実施し、事業の進捗を図った。

青葉西地区道路改良事業費

都市基盤の復旧・復興( 1 )

( 1 )

( 3 )第  節

(  )

土木費

道路橋りょう費項

第  章

目的及び事業内容

　本路線沿いには被災地復興土地区画整理事業や災害公営住宅事業が計画され、隣接する区画整理地区
内にはＪＲ仙石線の新駅（石巻あゆみ野駅）が開業し、今後、交通量の増加が見込まれることから、歩
道を設置し、歩行者等の安全を確保するとともに車道等を拡幅し利便性の向上と交通の円滑化を図る。
・実施期間：平成26年度～令和元年度
・全体計画：延長Ｌ＝1,163ｍ、幅員Ｗ＝9.5ｍ
・施工箇所：石巻市門脇字一番谷地～石巻市門脇字青葉西

新立野元浦屋敷線ほか1路線道路改良事業〔復興基金〕

東日本大震災関係費

みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

総
合
計
画

Ｈ29 78.7％

予
算
科
目

8 目

8 款

001-301-003-01130 事　業　名

2

予算額

54,293,108

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

区分

事業コード

Ｐ163

事業（事業費換算）の進捗率

取　組　実　績

国(県)支出金

29,412,000

一般財源地方債

22,861,000

実績等

23.2％0.8％

45.8％

84.8％

成果に係る評価

（単位：円）

予算の執行状況
決算額
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1　平成30年度事業実施状況

　(1) 祝田地区

　ア　祝田地区排水樋管等詳細設計業務

　イ　祝田地区排水施設整備工事

　ウ　祝田地区排水ポンプ設備設置工事

【事業の進捗】

　
事

決算額の財源内訳

予算の執行状況
予算額

315,740,361

東日本大震災関係費

決算額

215,198,760

目的及び事業内容

　地震により沈下した祝田・梨木畑地区の排水機能の復旧事業であり、地域の冠水を未然に防ぐため、
道路の嵩上げ改良、ポンプ設置、排水路改修等を実施し、大雨等の災害に対応した地域住民の安全で安
心した生活環境の確保を図る。

・実施期間：平成25年度～令和元年度
・施工箇所：石巻市祝田、石巻市梨木畑（完了）

63.8％Ｈ29

中　事　業

項

総
合
計
画

(  )

款

2 第  節

(  )

第  章
復
興
計
画

(  )

事業コード

実施計画
掲載ページ

土木費

道路橋りょう費

予
算
科
目

8 目

8

Ｈ25

達成率
（年度別）

1.4％

事業（事業費換算）の進捗率

目標値 実績等
区分

　年次計画に従い、祝田地区において排水樋管等詳細設計業務及び排水施設・排水ポンプ設備設置工事
等に着手し、事業の進捗を図った。

事　業　名

内水対策事業費

Ｈ26 23.0％

内水対策事業〔復興交付金〕

(  )

43,039,760

取　組　実　績

　平成30年度までに全ての工事を発注した。多数の事業が関係することから、連絡調整を行い事業を推
進している。

成果に係る評価

成　　　　果

33.5％ 62.8％53.4％

67.4％

その他

67.4％

地方債国(県)支出金

100.0％

Ｈ27

（単位：円）

Ｈ28

172,159,000

一般財源

Ｈ30

1.4％

49.7％ 26.7％ 53.8％

41.0％ 64.2％

8.4％

100.0％

36.8％
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(  ) 都市基盤の復旧・復興

総
合
計
画

排水ポンプ設置事業（冠水対策）〔復興交付金〕

復
興
計
画

2 項

第  章

8 目 東日本大震災関係費

( 3 ) 減災まちづくりの推進

( 1 )
みんなで築く災害に強
いまちづくり

道路橋りょう費 第  節

目的及び事業内容

　東日本大震災により生じた地盤沈下による冠水被害に対応するため、また、ポンプ場の整備が完了す
るまでの間、臨時的に仮設ポンプを設置し強制排水を行い、被害の軽減化を図るもの。

　（対象区域）公共下水道事業認可区域外

( 1 )

001-301-004-00336 事　業　名

取　組　実　績

　 　12箇所

　　北上川左岸（湊地区）、渡波・万石浦地区に設置した。

　市全体の仮設ポンプ設置箇所数と設置台数　（Ｈ31.3.31現在）

　　　　φ350　　　 　11基

実施計画
掲載ページ

Ｐ164 中　事　業 内水排除対策費

事業コード

予
算
科
目

8 款 土木費

成　　　　果

　平成30年度は、冠水被害防止等のため、平成29年度と比較して、設置基数を増加して対応を行った。
　高潮や降雨時の冠水被害を防止するため、仮設ポンプによる強制排水を行い、歩行者及び車両の円滑
な通行を確保するとともに、被害の拡大防止が図られた。

　・設置台数（下水道特別会計分）

　　　　φ150　　　 　12基 　　　　φ100　　　　　4基

　　　　φ200　　　 　20基

　・設置台数（一般会計分）

　　　　φ250　　　    4基 　　　　φ200　　　 　 8基

　　　　φ350　　　　 19基

成果に係る評価

　高潮や降雨時に仮設ポンプを稼働させることにより、冠水被害の拡大防止が図られ、地域住民の防災
安全に寄与できた。
　平成30年度は、冠水被害防止等のため、平成29年度と比較して、設置基数を増加して対応を行った。
　全地区の本設のポンプ場完成まで、冠水被害の軽減のため、事業を継続する必要がある。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

202,256,000 202,175,815 164,164,815 38,011,000

　　　　合計 　　　　 55基 　　　　合計 　　　　 27基

　　　　32箇所、82基

　・設置箇所数（一般会計分）

   　 　20箇所

　　 　北上川右岸（住吉、中央、門脇地区）、流留・赤堀・沢田地区等に設置した。

　・設置箇所数（下水道特別会計分）

　　　　φ150　　　 　 4基
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1 業務委託の実施

・ 石巻線石巻構内小川町踏切改良に伴う水路設計

・ 小川町踏切用地測量及び近接施工協議資料作成業務

・ 石巻駅周辺地区鋳銭場・住吉町一丁目2号線ほか1路線道路詳細設計修正業務

2 事業用地の取得

・ （全体）47件中47件契約、うち45件取得

・ （土地）27件中27件契約、うち25件取得

3 工事の実施

・ 石巻駅周辺地区鋳銭場・住吉町一丁目2号線ほか1路線道路改良工事

・ 石巻駅周辺地区鋳銭場・住吉町一丁目2号線ほか1路線道路改良（その2）工事

・ 石巻市観光物産情報センターロマン海遊21解体工事

4 支障物件の移設

・ イントラケーブル移設

・ ガス供給管移設

・ 電柱移設

用地取得について、全47件の契約が完了し、道路改良工事を進め、事業の推進が図られた。

みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

都市基盤の復旧・復興

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 1 )土木費

道路橋りょう費 第  節

(  )

復
興
計
画

( 3 )

( 1 )

第  章
予
算
科
目

8 目

8 款

2 項

成果に係る評価

事業コード

　石巻駅周辺地区の津波防災拠点整備に併せ、石巻駅南北のアクセス性を高め、道路ネットワークの強
化を図るため、鋳銭場・住吉町一丁目2号線ほか1路線について、道路拡幅による車両の相互通行化と歩
道整備を行う。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

 平成30年度は、全47件の用地取得契約を完了し、東西方向の道路改良工事を実施した。残る南北方向
の道路改良工事の実施と、東日本旅客鉄道（株）に施工委託する小川町踏切拡幅工事の着手に向けて、
関係機関協議を進め、相互通行化による駅南北間のアクセス性向上と歩道整備による歩行者の安全確保
に向けて、事業を継続する必要がある。

001-301-001-00922 事　業　名
石巻駅周辺整備事業（社会資本整備総合交付金等分）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔復興基金〕

鋳銭場・住吉町一丁目2号線等道路改良事業費Ｐ153 中　事　業

区分
事業（事業費換算）の進捗率

予算の執行状況
予算額

341,671,947

決算額の財源内訳

決算額

339,831,928 145,306,957

その他

（単位：円）

7,644,971

地方債国(県)支出金

186,880,000

一般財源

達成率
（年度別）目標値 実績等

Ｈ26 1.0％ 0.6％ 60.0％

Ｈ27 5.3％ 3.4％ 64.2％

Ｈ30 89.6％ 73.2％ 81.7％

Ｈ28 57.8％ 15.4％ 26.6％

Ｈ29 56.1％ 51.5％ 91.8％
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【事業の進捗】

( 1 )

38.4％

66.3％ - -

( 3 )

復
興
計
画

事　業　名

(  )

35.0％

第  節

中　事　業

みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

都市基盤の復旧・復興( 1 )

大瓜水沼真野線道路改良事業費

道路橋りょう費

第  章
予
算
科
目

8 目

8 款

事業コード

2 項

成　　　　果

総
合
計
画

東日本大震災関係費

Ｈ27

実施計画
掲載ページ

Ｐ162

土木費

Ｈ28

001-301-003-00634

Ｈ26

目的及び事業内容

取　組　実　績

予算の執行状況
予算額

83,688,000

区分

成果に係る評価

決算額の財源内訳

決算額

45,169,000 26,019,000

その他

（単位：円）

12,500,000

地方債

83,688,000

国(県)支出金

3.1％

Ｈ29

Ｈ30 75.2％ 72.6％ 96.6％

大瓜水沼真野線（石崎橋）道路改良事業

一般財源

38.4％ 100.0％

　事業の推進に当たっては、河川整備事業を行っており本事業の委託先である宮城県との協議を十分に
行い、年次計画に基づく整備が図られるよう対応する必要がある。

　宮城県が実施する河川（高木川）の災害復旧・改修事業に併せて、大瓜水沼真野線石崎橋の架け替え
に係る県事業施行に伴う補償工事を除く、拡幅分と前後の道路整備分を県とのアロケーション事業とし
て本市が負担することとし、一体的な整備を行い、通行車両と歩行者の安全を確保するとともに交通の
円滑化を図る。

・実施期間：平成26年度～令和元年度
・全体計画：延長Ｌ＝250ｍ、車道幅員Ｗ＝5.5ｍ　橋梁1基
・施工箇所：石巻市高木字石崎地内

1　平成30年度事業実施状況

(1)　県事業施行に伴う本市負担分（アロケーション事業）を支出する。

達成率
（年度別）目標値 実績等

9.0％

87.6％ 71.2％ 81.2％

　年次計画に従い、県工事施行に伴う本市負担金を支出し、事業の進捗を図った。

事業（事業費換算）の進捗率
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【事業の進捗】

　県との基本協定及び年度協定に基づきＨ30年度へ明許繰越の後、事業完了につき県施工事業費の市負
担分を支出した。

Ｈ30 100.0％ 100.0％ 100.0％

Ｈ29 100.0％ 65.2％ 65.2％

45,024,000

Ｈ28 40.4％ - -

Ｈ27 2.5％

事業（事業費換算）の進捗率 達成率
（年度別）目標値 実績等

2.5％ 100.0％

道路橋りょう費

8 目

予算の執行状況
予算額

81,861,000 81,861,000

取　組　実　績

成果に係る評価

成　　　　果

実施計画
掲載ページ

東日本大震災関係費

皿貝地区橋りょう整備事業費

(  )
予
算
科
目

2 項

目的及び事業内容

第  章8 款

(  )

事業コード 事　業　名

中　事　業

(  )

復
興
計
画

第  節

相野田皿貝線ほか1路線道路改良事業

(  )

決算額

総
合
計
画

　宮城県が実施する中島川・皿貝川の河川災害復旧事業により、中島川に架かる江尻橋、皿貝川に架か
る大沢橋の架け替えに合わせ、宮城県とのアロケーション事業として当該橋梁の拡張整備を行うもの。

・道路改良（橋梁整備）　Ｌ＝48ｍ　Ｗ＝10.5ｍ
・江尻橋Ｌ＝24ｍ、大沢橋Ｌ＝24ｍ

決算額の財源内訳

その他国(県)支出金

土木費

（単位：円）

1　平成30年度事業実施状況

(1)　県事業施工に伴う本市負担分（アロケーション事業）を支出し、事業が完了した。

　県とのアロケーション事業により、事業目的の橋梁の拡幅整備が完了し、車両や歩行者の安全な通行
が確保された。

36,800,000

地方債

37,000

一般財源

区分
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(2)　上部工拡幅工事、歩道舗装工事に着手した。

【事業の進捗】

197,551,840 84,300,000108,653,000213,406,840

成　　　　果

区分
事業（事業費換算）の進捗率

(  )

中浦橋釜北橋線交差点改良事業

8.1％ 3.0％

目的及び事業内容

　本路線の先線である二番谷地東道下線のＪＲ仙石線交差部の4車線拡幅に伴い、交通量が増加してい
ることから車道を1車線拡幅し交通混雑の緩和を図る。

　車道拡幅1車線　　Ｌ＝200ｍ　Ｗ＝22.0ｍ

取　組　実　績

(  )

その他

45.6％

第  章
復
興
計
画

(  )

目標値

(  )

第  節

総
合
計
画

事　業　名

1　平成30年度事業実施状況

(1)　橋梁下部拡幅工事及び道路拡幅工事を実施した。

中　事　業

4,598,840

決算額

中浦橋釜北橋線交差点改良事業費

一般財源

4.0％ 34.8％

決算額の財源内訳

79.2％ 37.4％ 47.2％

37.6％

　年次計画に従い、橋梁下部拡幅工事及び道路拡幅工事を実施した。また、上部工拡幅工事及び歩道舗
装工事に着手し、事業の進捗を図った。

Ｈ29 100.0％ 45.6％

実績等
達成率

（年度別　％）

Ｈ28

予
算
科
目

8 目

8 款 土木費

2 項

東日本大震災関係費

道路橋りょう費

　平成30年度までに拡幅した交差点を一部供用した。残る橋りょう部分の拡幅工事についても着手して
おり早期完成を目指す。

実施計画
掲載ページ

Ｈ27 11.6％

予算の執行状況
予算額

（単位：円）

Ｈ26

成果に係る評価

事業コード

地方債国(県)支出金

Ｈ30 100.0％ 88.5％ 88.5％
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(1)　北上志津川線ほか2路線道路改良事業

ア 道路改良工事を実施した。

イ 事業用地を取得した。

ウ 支障電柱等の移設を実施した。

【事業の進捗】

成　　　　果

　年次計画に従い、事業用地を取得や支障電柱等の移設を実施するとともに、道路改良工事を実施し、
事業の進捗を図った。

46.9％Ｈ29

事業（事業費換算）の進捗率

その他

決算額の財源内訳

Ｈ30

(  )

(  )
総
合
計
画

東日本大震災関係費

第  節

低平地事業関連道路整備事業費

（単位：円）

低平地事業関連道路整備事業〔復興交付金〕

復
興
計
画

100.0％

一般財源

(  )

1　平成30年度事業実施状況

2,242,060

　北上地域月浜地区において整備が進む、低平地事業及びフィールドミュージアム（環境省事業）等の
施設に関連する市道を整備することにより、防災集団移転住宅や各種施設と幹線道路をつなぎ、市民の
利便性の向上と安全を図る。
　県が実施する狐崎漁港海岸保全施設整備事業防潮堤工事に併せて、県とのアロケーション事業により
狐崎浜地区排水路布設工事に係る市負担分を負担するもの。
・北上志津川線ほか2路線道路改良事業　延長Ｌ＝700ｍ、幅員Ｗ＝4.0～6.0ｍ
・狐崎浜地区排水路布設工事　県工事負担金（完了）

事　業　名

予算の執行状況

中　事　業

予算額

事業コード

目的及び事業内容

2 項

予
算
科
目

実施計画
掲載ページ

8 目

8 款

1　北上志津川線ほか2路線道路改良事業

区分

(  )

土木費

道路橋りょう費

第  章

20,365,617 8,964,000

地方債

　北上志津川線ほか2路線道路改良事業の推進にあたって、関係事業との調整を図り、市道を整備する
ことにより、市民の利便性の向上と安全性を図るため、早期完成を目指す。

11,206,060

取　組　実　績

達成率
（年度別）目標値 実績等

成果に係る評価

国(県)支出金

46.9％100.0％

決算額

54.4％ 54.4％
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成果に係る評価

　本事業は、本市の地域的資源である海および川（旧北上川、北上運河）と街の繋がり、歴史や文化、
景観などを活用し、大震災からの復旧・復興のための旧北上川堤防整備や復興まちづくりと連携して新
たな水辺空間を創出するものである。
　本市の歴史的背景を踏まえ、まちの中心部の賑わいを取り戻し、人々が集って憩い、観光の振興に資
するものであり、復旧復興に向けての堤防整備と復興まちづくりが実施される今進めていかなければな
らない事業である。
　Ｈ30年度も、行政機関や有識者からなる旧北上川河口かわまちづくり検討会にて検討された意見を施
設整備案に取り入れ、まちと水辺の新たなまちづくりを目指し、設計及び地盤・施設整備を進めること
ができた。今後も、国の堤防整備と連携し、事業を推進していく必要がある。

事業コード

　旧北上川堤防整備（国）と連携し、旧北上川とまちを一体的に利活用できる空間を整備し、川を活か
した復興のまちづくり拠点等を整備することにより、賑わいの再生を推進し、まちと水辺の新たなまち
づくりに資する。堤防一体空間、休憩施設、照明施設等を整備する。
　旧北上川の魅力ある水辺空間に、市民や来訪者が集い、憩い、交流し、賑わう、空間を整備し、本市
の市街地再生、活性化を図るものである。

目的及び事業内容

水辺の緑のプロムナード整備事業〔復興交付金〕〔復興基金〕

　旧北上川河口かわまちづくり検討会等を通し、国、県、市、有識者等にて検討した意見を聴取し、か
わまちづくり施設等の整備案に取り入れ、設計及び地盤・施設整備への活用が図られた。
 中央一丁目14・15番地区においては、工事完成後、周辺住民に対し「お披露目会」を開催し、事業に
対する住民の理解と参画意識がより深まった。

5　旧北上川堤防整備（国委託施工）により地盤整備を進め、中央二丁目11番地区・交通広場前につい
  ては、休憩施設（ベンチ）や照明施設等の整備を行った。

予算の執行状況
予算額

281,317,880

決算額の財源内訳

決算額

156,148,200 22,900,740

その他

（単位：円）

133,247,460

地方債国(県)支出金 一般財源

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

003-201-001-00433 事　業　名

3　かわまちづくり検討会等の検討を基に実施設計を行った。

4　旧北上川堤防整備（国委託施工）により地盤整備を進め、中央一丁目14・15番地区については、休
　憩施設（ベンチ、東屋）や照明施設等の整備を行った。

市街地防災施設堤防活用整備事業費Ｐ195 中　事　業

1　旧北上川河口かわまちづくり検討会を国土交通省とともに実施した。
　(1)　地区別ワーキングを月1回程度開催し、施設配置や設計を詳細に検討した。
　(2)　有識者による検討会を1回開催し、かわまちづくり施設の整備内容や今後の整備の進め方等
　　　について検討を行った。
　(3)　市民との意見交換（市民部会）を住吉・大橋地区、井内・藤巻地区で開催。
　　　 整備状況の報告や河川空間の利活用について意見交換を行った。

2　かわまちづくり（プロムナード）施設等の整備計画について国土交通省、宮城県と協議を行い、
　施設整備案等を検討した。

予
算
科
目

3 目

8 款

3 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 3 )土木費

河川費 第  節

(  )

復
興
計
画

( 2 )

( 1 )

第  章
自然への畏怖の念を持
ち、自然とともに生きる

川とともに生きる

中心市街地商店街の復
旧・復興
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自然への畏怖の念を持
ち、自然とともに生きる

川とともに生きる

中心市街地商店街の復
旧・復興

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 3 )土木費

河川費 第  節

(  )

復
興
計
画

( 2 )

( 1 )

第  章
予
算
科
目

3 目

8 款

3 項

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　本事業は、旧北上川の長期係留船舶を解消し、船舶の市街地への流出防止、油漏れ等による環境被害
の防止及び周辺住民の生活環境の改善を図るために船舶の集約保管施設を整備するものである。
　併せて、海と川に面した立地条件を活かし、市民や観光客が海や川の魅力を十分に享受することがで
きる、復興まちづくりの拠点として活用していく事も考えていかなければならず、復興まちづくりが実
施されている今進めていかなければならない事業である。
　Ｈ30年度は、「防災マリーナ整備計画」の了承、若者との意見交換会を実施し、水面利用者等の意見
を参考に実施設計（修正）を行っている。今後も安全・安心なまちづくりを進めるべく、関係者、市民
及び水面利用者への説明等と合わせ、事業を推進していく必要がある。

003-201-001-00609 事　業　名 旧北上川防災マリーナ整備事業〔復興基金〕

係留船舶集約施設整備事業費Ｐ195 中　事　業

1　防災マリーナ活用計画の検討を実施した。
　(1)　水面利用者協議会を開催し、「防災マリーナ整備計画」について了承いただいた。
 （2） 若者（らいつ、石巻工業高校）との意見交換を実施した。

2　防災マリーナの調査及び設計・工事発注を実施した。
　(1)　陸上部（基盤整備・陸揚保管等）、水面係留施設の実施設計（修正）を行った。
 （2） 防災マリーナ整備に伴う「浚渫工事」の発注を行った。

一般財源

成果に係る評価

事業コード

  旧北上川に長期係留・放置されてきた長期係留船舶を解消し、津波・高潮による市街地への流出防
止、油漏れや沈潜による環境被害の防止及び周辺住民の生活環境の改善を図り、安全・安心なまちづく
りを進めるべく、船舶の集約保管施設を整備する。

目的及び事業内容

　引き続き、実施設計の修正を行い、防災マリーナの「浚渫工事」の発注を行った。また、実施設計修
正案について、水面利用者協議会で説明し、「整備計画」について了承された。

予算の執行状況
予算額

141,050,000

決算額の財源内訳

決算額

34,238,600

その他

（単位：円）

1,738,60032,500,000

地方債国(県)支出金
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　客船会社等へのポートセールス、国や地元選出の国会議員に対して要望活動を実施した。

1　客船会社等へのポートセールスの実施

　(1)　7月11日　客船会社2社に対してポートセールスを実施

　　ア　日本クルーズ客船株式会社

　　イ　商船三井客船株式会社

　(2)　10月18日　客船会社3社に対してポートセールスを実施

　　ア　株式会社ＭＳＣクルーズ

　　イ　株式会社カーニバル・ジャパン

　　ウ　郵船クルーズ株式会社

　(3)　3月25日　客船会社1社に対してポートセールスを実施

　　ア　株式会社ＭＳＣクルーズ

3　2月6日　石巻港区のＰＲ活動を目的とした、仙台国際貿易港首都圏セミナーへの参加

総
合
計
画

港湾建設推進費

( 3 )土木費

港湾費 第  節

(  )

復
興
計
画

( 1 )

( 1 )

第  章
自然への畏敬の念を持
ち、自然とともに生きる

海とともに生きる

港湾の復旧・復興

予
算
科
目

2 目

8 款

4 項

成果に係る評価

事業コード

　石巻港立地企業及び港湾背後圏の産業発展に資する物流拠点としての港湾整備の促進を図る。
　仙台塩釜港石巻港区の利用促進を図り、港湾整備に繋げる一つの方策として、客船誘致活動を積極的
に実施する。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　ポートセールスの実施により、毎年、着実に客船等の寄港がなされており、石巻港のＰＲを行う事
で、企業誘致や入港貨物船の増加が期待でき、石巻港の整備・利用促進へと結びつく契機となってい
る。
　また、近年は、大型外国客船の入港も増えており、一度に2千名を超える乗船客が石巻地域を訪れる
ことによる経済効果も期待できる。

003-101-002-00619 事　業　名 ポートセールスの展開事業

港湾建設推進費Ｐ189 中　事　業

　客船の寄港は、港内静穏度向上の証明であるとともに、復旧・復興が進み元気な港であることを広く
ＰＲすることが出来るため、石巻港のイメージアップに繋がっている。
　本事業の取組により、令和元年度は「ダイヤモンド・プリンセス」など、5隻の寄港が決定してい
る。
　石巻港のイメージアップは、石巻港への投資を促し、石巻港背後地等への企業誘致の契機となるもの
である。

2　7月11日　国土交通省、地元選出国会議員に対する石巻港の早期復興と整備促進に関する要望活動
            の実施

予算の執行状況
予算額

586,000

決算額の財源内訳

決算額

549,820 549,820

その他

（単位：円）

地方債国(県)支出金 一般財源
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　客船寄港イベント、港湾感謝祭を実施した。

1　大型客船歓迎イベントの実施（対象：客船会社及び乗船客）

　　ア　入出港イベント（大漁旗による出迎え、郷土芸能の披露など）

　　イ　観光ＰＲブース等出展（2市2町の特産品販売、振る舞いなど）

　(2)　9月18日　「ダイヤモンド・プリンセス歓迎ウェルカムフェスタ2018」を実施した。

　　ア　入出港イベント（大漁旗による出迎え、入港歓迎式典、郷土芸能の披露など）

　　イ　観光ＰＲブース等出展（3市2町の特産品販売、振る舞いなど）

　(3)　9月29日　「にっぽん丸歓迎ウェルカムフェスタ2018」を実施した。

　　ア　入出港イベント（大漁旗及び消防音楽隊による出迎え、入港歓迎式典、郷土芸能の披露など）

　　イ　観光ＰＲブース等出展（3市2町の特産品販売、振る舞いなど）

2　港湾感謝祭の実施（対象：一般市民）

　　ア　巡視船「くりこま」の一般公開

Ｈ30 7 4 57.1

Ｈ28 4 3 75.0

Ｈ29 6 5 83.3

　石巻市、東松島市、大崎市、女川町、松島町で構成する石巻港大型客船誘致協議会にて、客船寄港ご
とに歓迎イベントを実施し、乗船客と市民との交流が図られた。
　また、石巻港の復旧・復興が進み、元気な港であることを乗船客の皆さんをはじめ全国にＰＲ出来た
ことで、石巻港のイメージアップにも繋がった。
　港湾感謝祭は、約6,000名の来場者があり、石巻港が地域経済に果たしている役割や重要性を積極的
にＰＲし、市民参加型の港湾を推進するとともに、港まち石巻の復興を内外に発信することができた。

区分
船舶寄港イベント回数

達成率（％）
目標値 実績

予算の執行状況
予算額

6,490,000

決算額の財源内訳

決算額

6,490,000

その他

（単位：円）

6,490,000

地方債国(県)支出金 一般財源

成果に係る評価

事業コード

　東日本大震災により甚大な被害を受けた石巻港の復旧・復興した姿を多くの方に見ていただくととも
に、港を活用した地域活性化を図るため、港湾感謝祭、客船歓迎イベントを実施する。
　また、客船誘致による、観光振興及び交流人口の拡大を図っていく。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　客船歓迎イベント（おもてなし）の実施により、乗船客と市民との交流が図られるほか、本市のＰ
Ｒ、地域の活性化に繋がっていることから事業を継続する必要がある。
　また、港湾感謝祭の実施により、市民に石巻港の役割、復旧・復興が進む港の姿、港からの賑わいを
発信することができている。
　引き続き、石巻港が安心、安全な港であることをＰＲし、大型クルーズ客船等の様々な船舶の誘致を
進めることで、石巻港の利用・整備促進に繋げていく。

003-101-002-00413 事　業　名
国際拠点港湾「石巻港」復興活性化プロジェクト事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔復興基金〕

石巻港復興活性化プロジェクト関係費Ｐ189 中　事　業

　(1)　5月21日　「ぱしふぃっくびいなす歓迎ウェルカムフェスタ2018」を実施した。

　　ウ　ステージイベント（チアリーディング、麻薬探知犬によるデモンストレーションなど）

予
算
科
目

3 目

8 款

4 項 第  節

(  )

復
興
計
画

( 1 )

( 1 )

第  章

※平成30年度は、台風等の影響により大型外国客船3隻の寄港が中止となった。

　(1)　10月14日　「第17回港湾感謝祭」を実施した。

　　イ　陸上ブース（港湾関係官公庁の展示ブース、石巻港立地企業の出店ブースなど）

自然への畏敬の念を持
ち、自然とともに生きる

海とともに生きる

港湾の復旧・復興

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 3 )土木費

港湾費
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　防災集団移転促進事業による移転元地の利活用として、犠牲者への追悼の場、震災の教訓の伝承の場
として石巻南浜津波復興祈念公園を整備するほか、市街地の暮らし・にぎわいの創出、再生に寄与する
中瀬公園を整備するとともに、津波や高潮による直接的な被害の防御・減勢を図り、背後地の住居等を
守ることにより災害に強いまちづくりを行うため、防災緑地1・2号を整備する。目的及び事業内容

成　　　　果

　上記の取組により、次の成果を得た。

1　防災緑地1号
　 　一部区域を除き盛土造成工事が完了したほか、宮城県土木部下水道課へ委託した流域下水道管等
　 の埋設物移設工事が完了した。また、施設整備工事を発注し植栽工事等を進めたことにより事業を
   推進できた。
2　防災緑地2号
　 　用地取得及び建物補償について、地権者との契約が全て完了した。また、工事が未着手となって
　 いる区域全域を一括して発注し、盛土造成工事を進めたことにより事業を推進できた。
3　石巻南浜津波復興祈念公園
　　 一部区域の施設整備工事が完了した。また、工事が未着手となっている区域全域の造成整備工事
　 を発注し、造成工事を重点的に実施したことにより、事業を推進できた。
4　中瀬公園
　 　用地取得を進めたことで、一部区域の一次造成工事が完了し、事業を推進できた。

1,144,340,606 258,903,708

その他

（単位：円）

793,820,89860,600,000

地方債国(県)支出金

31,016,000

一般財源

　復興交付金事業等により整備を計画する4事業（防災緑地1号・防災緑地2号・石巻南浜津波復興祈念
公園・中瀬公園）について、次のとおり取り組んだ。

1　防災緑地1号
 　　昨年度に引き続き、津波防災緑地を整備するに当たり、湊西地区被災市街地復興土地区画整理事
　 業と一体的に行うこととし、造成工事に取り組んだほか、植栽等の施設整備工事を発注した。
　　 宮城県土木部下水道課へ委託した流域下水管等の埋設物移設工事を進めた。
2　防災緑地2号
　　 昨年度に引き続き、津波防災緑地を整備するための用地取得、建物補償を進めるとともに、工事
　 が未着手となっている区域全域を一括して発注した。
3　石巻南浜津波復興祈念公園
　 　用地取得を実施したほか、発注済みである区域の一次造成工事及び施設整備工事を実施した。
　 また、工事が未着手となっている区域全域の造成整備工事を一括して発注した。
4　中瀬公園
　 　用地取得を実施したほか、一部区域の一次造成工事を実施した。

取　組　実　績

成果に係る評価

1　防災緑地1号
　 　多重防御機能の構築を図るため、湊西地区被災市街地復興土地区画整理事業と一体的に進めてき
   た。今後も関係機関及び隣接事業との協議・調整を行い、令和元年度末の完成に向けて取り組んで
   行く必要がある。
2　防災緑地2号
　 　多重防御機能の構築を図るため、今後も関係機関及び隣接事業との協議・調整を行いながら工事
　 を進め、令和2年度末の完成に向けて取り組んで行く必要がある。
3　石巻南浜津波復興祈念公園
　 　国・県と協同で整備する祈念公園であるため、工程調整等連携を密にしながら工事を進め、令和
　 2年度末までの完成に向けて取り組んで行く必要がある。
4　中瀬公園
　　 用地取得の進捗状況を見極めながら残る区域の一次造成工事を進め、令和2年度末の概成に向けて
　 取り組んで行く必要がある。

予算の執行状況
予算額

1,807,883,009

決算額の財源内訳

決算額

実施計画
掲載ページ

001-301-006-00840、
　 00841、00843

事　業　名
都市公園整備事業（石巻南浜津波復興祈念公園、中瀬公園、防
災緑地2号）〔復興交付金〕

南浜津波復興祈念公園整備事業費、中瀬公園整備事業費、防災
緑地1号整備事業費、防災緑地2号整備事業費

Ｐ167 中　事　業

事業コード

予
算
科
目

7 目

8 款

5 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 1 )土木費

都市計画費 第  節

(  )

復
興
計
画

( 3 )

( 1 )

第  章
みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

都市基盤の復旧・復興
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○ 整備集落数

計

633,402,439

10

　前年度までの完成集落12を除く49集落のうち、12集落が完成し生活基盤の整備が図られたが、残る未
完成集落37においても、引き続き防集残土を活用した地盤嵩上げや排水路整備、防災安全施設整備等を
実施し、地盤沈下による排水不良を解消するため、他事業との連携を図りながら事業を継続していく必
要がある。

（単位：円）

一般財源

対象集落 11 50 61

12うち平成30年度 10

5

低平地及び
漁集事業

　低平地整備事業に係る下記事業等を実施した。

1　復興整備事業半島部防災集団移転促進事業等工事施工等に関する一体的業務　2,272,454,000円

2　復興整備事業半島部防災集団移転促進事業等管理支援（その2）業務　266,721,120円

3　漁業集落防災機能強化事業他調査等業務　151,808,040円

4　移転促進跡地整備事業他土地境界杭復元測量業務　63,190,800円

5　南浜西部地区仮設ヤード造成工事　42,603,840円

6　用地取得及び物件等移転補償　40筆、72件

復
興
計
画

( 3 )

低平地整備事業費

  上記事業の実施により12集落が完成し、被災した漁業集落の復興や防災機能の強化が図られた。

　　工事請負業者：清水・奥村石巻市復興整備事業半島部防災集団移転促進事業等共同企業体

　　工事請負金額：15,520,680,000円

土木費

Ｐ191

総
合
計
画

第  章

都市計画費

東日本大震災関係費

中　事　業

自然への畏敬の念を持
ち、自然とともに生きる

海とともに生きる第  節

(  )目

5 項

予
算
科
目

( 1 )

2

完成集落

7

8

( 3 )

款

事業コード

成果に係る評価

低平地事業のみ

19 24

8

被災水産業への再建支
援

目的及び事業内容

予算の執行状況

成　　　　果

取　組　実　績

3,812,655,646

実施計画
掲載ページ

　半島沿岸部の排水不良エリア（主に災害危険区域）において、地形測量（現地測量・路線測量）及び
排水検証を実施し、これらの結果を踏まえて、排水対策のための盛土造成、道路・水路の整備を行う。
　また、被災を受けた集落を再生させるため、積極的な地元活用を促す「コミュニティ広場、民間活用
地等」の整備を行う。

003-103-001-01119 事　業　名 低平地整備事業〔復興交付金〕〔復興基金〕

3,339,697,214 2,701,158,295

うち平成29年度 2

5,136,480

国(県)支出金 その他

決算額の財源内訳

地方債

予算額

うち平成28年度 1 1 2

決算額
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1 業務委託の実施

・ 石巻駅周辺地区バイク駐車場詳細設計業務

・ 石巻駅周辺地区津波防災拠点にぎわい交流広場設計支援業務 ほか

2 工事の実施

・ 石巻駅周辺地区津波防災拠点歩行者デッキ新設及び道路改良工事 ほか

3 支障物件の移設

・ 架空配電線路等移設

・ 電気通信線路設備移設

・ 地中配電線路等移設

歩行者デッキ及び地区内道路が完成し、事業の推進が図られた。

※　Ｈ25～Ｈ28までは、津波復興拠点整備全体としての値。
　　Ｈ29からは、全体から(仮称)ささえあいセンター整備と防災センター整備に関する事業を
　　除いた値。（各々主要事業として別掲）

Ｈ30 100.0％ 57.0％ 57.0％

Ｈ28 57.4％ 19.3％ 33.6％

Ｈ29 89.6％ 34.6％ 38.6％

Ｈ26 15.5％ 1.6％ 10.3％

Ｈ27 61.0％ 10.2％ 16.7％

達成率（年度別）
目標値 実績等

Ｈ25 1.0％ 1.0％ 100.0％

予算の執行状況
予算額

387,304,732

決算額の財源内訳

決算額

374,712,428 92,809,428

その他

（単位：円）

281,903,000

地方債国(県)支出金 一般財源

成果に係る評価

事業コード

　本市の都市機能の拠点である石巻駅周辺地区において、行政、防災、医療、福祉、交流といった機能
を連携させた拠点形成を行い、災害発生時における早期復旧と市民の安全を守るため、津波防災拠点の
整備を行う。
[主な施設]地区内道路、歩行者デッキ、にぎわい交流広場、自転車・バイク駐車場目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　歩行者デッキ及び拠点地区内の道路改良は、平成31年4月に整備を完了し、令和元年5月8日に歩行者
デッキの供用を開始した。またバイク駐車場整備は、平成31年2月に工事着手、工事の完成を経て5月30
日に供用を開始した。
　残るにぎわい交流広場の整備は、平成31年3月に工事着手し、令和元年秋頃の完成を予定している。
　今後,現在建設中である「（仮称）ささえあいセンター」及び「にぎわい交流広場」の整備進捗を管
理し、災害に強い拠点構築を図るため、事業を継続する必要がある。

001-301-001-00568 事　業　名 石巻駅周辺整備事業（津波復興拠点整備分）〔復興交付金〕

津波復興拠点整備事業費Ｐ153 中　事　業

区分
事業（事業費換算）の進捗率

予
算
科
目

7 目

8 款

5 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 1 )土木費

都市計画費 第  節

(  )

復
興
計
画

( 3 )

( 1 )

第  章
みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

都市基盤の復旧・復興
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1　業務委託の実施

　（1）石巻市総合運動公園更衣室建設工事実施設計業務

2　工事の実施

　（1）石巻市総合運動公園整備（その6）工事

　（2）石巻市総合運動公園整備（その7）工事

　（3）石巻市総合運動公園更衣室建設工事

　（4）電力柱等移設補償　一式

予算額

49,462,975

89.3％

取　組　実　績

成　　　　果

Ｈ30 6,524,006,426円 5,876,937,178円 90.1％

達成率

Ｈ26 6,524,006,426円 2,385,389,793円 36.6％

6,524,006,426円Ｈ27

一般財源

1,167,231

地方債

決算額の財源内訳

23,345,000

国(県)支出金

成果に係る評価

事業コード

　全体計画約39.2ha　うち約14.2haは整備供用開始済み。
　残る約25haの未整備部分のうち、第三工区について、体育・スポーツの振興と災害時における市民の
安全確保を図り、安全で快適なまちづくりに資するため、防災機能を兼ね備えた都市公園（運動公園）
の整備を実施する。目的及び事業内容

3,779,044,539円 57.9％

63.0％

Ｈ29 6,524,006,426円 5,827,592,673円

予算の執行状況

実施計画
掲載ページ

　石巻市総合運動公園整備（その6）工事及び石巻市総合運動公園整備（その7）工事の進捗により、平
成31年3月31日からこども広場及び駐車場等の供用を開始した。引き続き、更衣室や各種公園施設整備
を実施し、平時にはスポーツ活動の交流の場として、災害時には、避難・救援活動の拠点として機能す
る防災公園整備を推進する必要がある。

区分
実績

Ｈ28 6,524,006,426円 4,109,445,890円

24,832,274

事業の進捗率

予
算
科
目

7 目

8 款 土木費

都市計画費

みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進5 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 1 )

決算額

49,344,505

その他

（単位：円）

Ｐ168 中　事　業

001-301-006-00347 事　業　名
石巻市総合運動公園（防災公園）整備事業（第三工区）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔復興基金〕

第  節

(  )

復
興
計
画

( 3 )

( 1 )

第  章

総合運動公園整備事業費

都市基盤の復旧・復興

Ｈ25 6,524,006,426円 1,815,087,881円 27.8％

　石巻市総合運動公園施設整備工事の実施により、公園施設の基盤整備が進んだ。

目標値
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1　業務委託の実施
（1）法定図書作成業務
（2）道路設計業務

2　事業用地の取得
（1）用地取得
（2）物件移転補償

3　工事の着手
（1）橋梁下部工　橋台2基、橋脚4基
（2）地盤改良工
（3）橋梁上部工

4,314,097,543円 2,240,016,494円 51.9％

その他

（単位：円）

地方債

　ＪＲへの委託予定を除く、橋梁下部工工事に着手し、事業の進捗が図られた。引き続き、地元地権者
との合意形成を図りながら用地取得の完了を目指すとともに、関係機関等との協議も十分に行いながら
事業を円滑に進める必要がある。

国(県)支出金

目標値

成果に係る評価

一般財源

Ｈ29 4,314,097,543円 1,805,156,123円 41.8％

予算の執行状況
予算額

188,500,000

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

事業コード

決算額の財源内訳

予
算
科
目

7 目

8 款
みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進5 項

235,007,000434,860,371 11,353,371

29,625,600円 

436,435,735

Ｈ30

Ｈ28

総
合
計
画

東日本大震災関係費

街路整備事業（七窪蛇田線）

区分
事業の進捗

( 3 )都市計画費

Ｐ157

第  節

(  )

復
興
計
画

中　事　業

( 1 )

第  章

達成率

　本路線は、末広町を起点とし清水町、中里地区、北上運河、ＪＲ石巻線等を越えて、国道45号に接続
する重要幹線道路である。中心市街地への円滑な交通の確保を図るため、全線供用が急務となってい
る。また、災害時における避難路、緊急輸送道路としての役割等を担う重要路線であることから、計画
延長Ｌ＝570ｍ、計画幅員15ｍの街路整備事業を実施する。

　用地取得と並行して一部橋梁下部工工事を実施し、橋台1基、橋脚2基が完成した。

( 1 )

都市基盤の復旧・復興

七窪蛇田線街路整備事業費

土木費

実績等

001-301-003-00586 事　業　名

Ｈ27

4,314,097,543円 

4,314,097,543円 

4,314,097,543円 1,250,352,674円 29.0％

Ｈ26

263,586,110円 6.1％

0.7％

決算額
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3　工事の着手
（1）橋梁下部工　橋台2基
（2）道路改良（国道部）Ｌ＝333.0ｍ
（3）道路整備工事（本線部）Ｌ＝400.0ｍ

160,119,000

事　業　名 街路整備事業（石巻工業港運河線）〔復興基金〕

3,401,214,500円 

6,420,829

その他

1　業務委託の実施
（1）道路詳細設計業務
（2）建物補償調査業務
（3）用地測量業務

2　事業用地の取得
（1）用地取得
（2）物件移転補償

120,837,103

区分

国(県)支出金

決算額の財源内訳

予算額

成　　　　果

Ｈ27

287,376,932

決算額

成果に係る評価

3,401,214,500円 Ｈ29

3,401,214,500円 

地方債

目的及び事業内容

Ｈ26

287,376,932

Ｈ28

実績等

0.5％

取　組　実　績

予算の執行状況

　第三次緊急輸送道路として、市街地の幹線輸送路である本路線〔高盛土道路（門脇流留線）～国道45
号〕を結ぶことで、救出・救助・物資輸送の迅速化を図り減災機能を効果的なものにするため、都市計
画道路として整備を行う。
　延長Ｌ＝1,426.1ｍ〔うち社総交区間（国道398号～国道45号）Ｌ＝679.4ｍ〕

516,052,353円 

1,119,591,554円 

15.2％

32.9％

Ｈ30 3,401,214,500円 1,406,968,486円 41.4％

予
算
科
目

都市計画費

東日本大震災関係費目

総
合
計
画

5 項

7

第  節

復
興
計
画

8

( 3 )

第  章款 土木費 ( 1 )

実施計画
掲載ページ

80,935,077円 2.4％3,401,214,500円 

事業の進捗

　詳細設計業務、補償調査等各種業務を実施した。また、用地取得と併行して、一部橋梁及び道路改良
工事に着手した。

目標値

中　事　業

事業コード

石巻工業港運河線街路整備事業費

みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

一般財源

( 1 )

16,410,000円 

Ｐ159

（単位：円）

　一部橋梁及び道路改良工事に着手し事業の進捗が図られた。引き続き、地元地権者との合意形成を図
りながら、更なる用地取得率を高めていくとともに、関係機関等との協議も十分に行いながら効率的に
事業を進めていく必要がある。

達成率

001-301-003-00935

都市基盤の復旧・復興(  )
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2,223,625,186円 

2,223,625,186円 

2,223,625,186円 130,289,860円 

2,223,625,186円 1,220,772,789円 54.9％

13,462,050円 

Ｈ28 2,223,625,186円 754,048,254円 33.9％

332,440,000

地方債国(県)支出金

成　　　　果

事業の進捗
達成率

目標値 実績等

5.9％

Ｈ26 13,462,050円 0.6％

Ｈ27

事　業　名

区分

一般財源

（単位：円）

　用地取得について、地権者から概ね契約の合意を得たとともに、道路改良工事に着手し事業の進捗が
図られた。引き続き、残りの地元地権者との合意形成を図りながら、更なる用地取得率を高めていくと
ともに、関係機関等との協議も十分に行いながら効率的に事業を進めていく必要がある。

その他

Ｈ25

Ｈ29

0.6％

予算の執行状況
予算額

599,967,419

決算額の財源内訳

決算額

成果に係る評価

428,957,359 96,517,359

第  節

取　組　実　績

街路整備事業（石巻工業港運河線）〔復興交付金〕

Ｐ159
実施計画

掲載ページ
中　事　業

事業コード

石巻工業港運河線街路整備事業費

目的及び事業内容

001-301-003-00934

( 3 )

予
算
科
目

都市計画費5 項

東日本大震災関係費7 (  )目

8
総
合
計
画

( 1 )

款 土木費 ( 1 )
復
興
計
画

第  章
みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

都市基盤の復旧・復興

2,223,625,186円 1,649,730,148円 74.2％

　詳細設計業務、補償調査等各種業務を実施した。また、用地取得と併行して、道路改良工事に着手し
た。

　第三次緊急輸送道路として、市街地の幹線輸送路である本路線〔高盛土道路（門脇流留線）～国道45
号〕を結ぶことで、救出・救助・物資輸送の迅速化を図り減災機能を効果的なものにするため、都市計
画道路として整備を行う。
　延長Ｌ＝1,426.1ｍ〔うち交付金区間（門脇流留線～国道398号）Ｌ＝640.7ｍ〕

Ｈ30

1　業務委託の実施
（1）道路詳細設計業務
（2）補償調査業務
（3）不動産鑑定評価業務

2  事業用地の取得
（1）用地取得
（2）物件移転補償

3　工事の着手
（1）道路新設工事　Ｌ＝855.7ｍ
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Ｈ27

7,841,762,205円 

24,610,000円 0.3％7,841,762,205円 

Ｈ28

2,437,788,513円 

28,288,774

一般財源

7,841,762,205円 62,279,994円 0.8％

1,174,528,683円 15.0％

7,841,762,205円 31.1％

目的及び事業内容

729,300,000 505,671,056

（単位：円）

成　　　　果

事業の進捗

1,263,259,830

成果に係る評価

達成率
目標値 実績等

　一部橋梁工事に着手し事業の進捗が図られた。引き続き、地元地権者との合意形成を図りながら、更
なる用地取得率を高めていくとともに、関係機関等との協議も十分に行いながら効率的に事業を進めて
いく必要がある。

事業コード

東日本大震災関係費

決算額の財源内訳

決算額
予算の執行状況

予算額

1,264,957,065

区分

Ｈ30

Ｈ29

取　組　実　績

都市計画費5 項

001-301-003-00937

1　業務委託の実施

(1)実施設計業務

その他地方債国(県)支出金

目

Ｐ160
実施計画

掲載ページ

予
算
科
目

8

7

款

事　業　名

(  )

第  節

復
興
計
画

( 3 )

中　事　業

土木費
みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

( 1 )

都市基盤の復旧・復興

第  章

　釜大街道地区の地域コミュニティ再生及び、当該地区南北方向の生活道路の混雑を緩和するため、本
路線〔社総交区間：（西側）元明神～中屋敷一丁目、（東側）大街道南二丁目～大街道東二丁目〕を整
備し、安全・安心なまちづくりを推進する。
　延長Ｌ＝3,580ｍ（うち社総交区間Ｌ＝1,783.8ｍ）

　実施設計業務、補償調査等各種業務を実施した。また、用地取得と併行して工事を実施した。

総
合
計
画

( 1 )

街路整備事業（釜大街道線）〔復興基金〕

釜大街道線街路整備事業費

(1)橋梁下部工（北北上運河）橋台2基

(2)橋梁下部工（こ線橋）橋脚2基

3　工事の着手

(2)用地測量業務

(3)補償調査業務

2　事業用地の取得

(1)用地取得

(2)物件移転補償
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事　業　名

みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

( 1 )

( 3 )

第  章

都市基盤の復旧・復興7 目

第  節

総
合
計
画

8

5

款 土木費

都市計画費

3,323,595,639円 

区分

(  )

目的及び事業内容

　釜大街道地区の地域コミュニティ再生及び、当該地区南北方向の生活道路の混雑を緩和するため、本
路線（交付金区間：中屋敷一丁目～大街道南二丁目）を整備し、安全・安心なまちづくりを推進する。
　延長Ｌ＝3,580ｍ（うち交付金区間Ｌ＝1,485.5ｍ）

事業コード

釜大街道線街路整備事業費

取　組　実　績

17,550,000円 0.4％

1　業務委託の実施
　(1)道路新設工事積算及び工事監理業務
　(2)不動産鑑定評価業務

2　事業用地の取得
　(1)用地取得
　(2)物件移転補償

3　工事の着手
　(1)道路新設工事　Ｌ＝1,097.9ｍ
 （2)環境施設整備工事　Ｎ＝1式

項

東日本大震災関係費

街路整備事業（釜大街道線）〔復興交付金〕

Ｐ159
実施計画

掲載ページ
中　事　業

予
算
科
目

( 1 )
復
興
計
画

72,827,065

成　　　　果

001-301-003-00936

予算の執行状況
予算額

372,796,935

成果に係る評価

239,160,000

地方債

3,972,119,624円 

3,972,119,624円 

Ｈ30

1,838,711,271円 46.3％

事業の進捗
達成率

目標値 実績等

Ｈ26

　地下埋設物調査、不動産鑑定評価等各種業務を実施した。また、用地取得と併行して工事を実施し
た。

117,441,024円 

3,972,119,624円 

3,972,119,624円 3,635,582,704円 

3,972,119,624円 

311,987,065

Ｈ28 3,972,119,624円 2,731,229,287円 68.8％

その他

　地権者との合意形成を図りながら用地の取得及び道路改良工事を進め、一部区間において供用を開始
している。
　今後、未供用区間については道路改良工事を加速化し、全線供用開始に向け整備を進めていく。

決算額の財源内訳

91.5％

一般財源

Ｈ25

3.0％

Ｈ29

決算額

国(県)支出金

（単位：円）

83.7％

Ｈ27
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街路整備事業（渡波稲井線）〔復興交付金〕

中　事　業

Ｈ25

1.0％

都市基盤の復旧・復興(  )

復
興
計
画

( 1 )

渡波稲井線街路整備事業費

事　業　名

Ｈ28 9,506,182,648円 844,006,493円 

Ｈ27

区分

9,506,182,648円 

　詳細設計業務、補償調査等各種業務を実施した。また、用地取得と併行して工事を実施した。

事業の進捗

31,357,200円 

( 1 )

総
合
計
画

5 項

款 土木費8

目

みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

東日本大震災関係費

( 3 )

予
算
科
目

都市計画費

第  章

事業コード

Ｐ158
実施計画

掲載ページ

001-301-003-00832

7

第  節

367,040,960

　平成27年度より、国道398号から新渡波西地区被災市街地復興土地区画整理事業区域までの区間にお
いて、工事を実施し、平成30年度には南側の国道398号側の一部を供用開始することができた。また、
区画整理北側においても平成29年度より工事を実施し、平成30年度からはＪＲと施工協定を締結し、路
線全区間で工事着手となり、事業の進捗が図られた。引き続き、関係機関等との協議を十分に行い、効
率的に事業を進めていく必要がある。

Ｈ26

Ｈ30 9,506,182,648円 3,241,455,884円 

Ｈ29 9,506,182,648円 

386,340,755円 

（単位：円）

1,571,405,960

取　組　実　績

予算の執行状況
予算額

1,609,809,996

94,697,200円 

目標値 実績等

8.9％

目的及び事業内容

　被災時における復旧活動、避難活動等の迅速化を図るため、沿岸部（渡波地区）から内陸部（稲井地
区）への都市計画道路として整備を行う。
　延長Ｌ＝3,581.4ｍ

達成率

4.1％

1　業務委託の実施
（1）道路詳細設計業務
（2）補償調査業務
（3）道路新設工事積算業務
（4）ＪＲ設計協定

2　事業用地の取得
（1）用地取得
（2）物件移転補償

3　工事の実施
（1）街路整備工事　Ｌ＝  838.9ｍ
（2）街路新設工事　Ｌ＝2,031.0ｍ
（3）橋梁下部工（こ線橋）橋台2基

0.3％9,506,182,648円 

1,670,049,924円 17.6％

成　　　　果

決算額の財源内訳

一般財源

決算額

成果に係る評価

34.1％

9,506,182,648円 

地方債 その他

1,204,365,000

国(県)支出金
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Ｈ30 1,165,386,741円 809,696,741円 69.5％

（単位：円）

54,754,256

その他 一般財源

193,885,000

地方債国(県)支出金

成　　　　果

001-301-003-00915

予算の執行状況
予算額

258,046,000

決算額の財源内訳

決算額

成果に係る評価

　地下埋設物移設工事等に着手した。

3　工事の着手
（1）御所入湊線地下埋設物移設工事取　組　実　績

街路整備事業（御所入湊線）〔復興交付金〕

Ｐ158
実施計画

掲載ページ
中　事　業

事業コード

御所入湊線街路整備事業費

目的及び事業内容

2　事業用地の取得
（1）用地取得
（2）物件移転補償

　第三次緊急輸送道路として、湊西地区産業系区画整理事業や魚町等の就業者の避難路を整備する〔湊
中央線（湊西地区土地区画整理事業）～国道398号〕。また、津波からの防御施設と併せて、被災時に
おける復旧活動、避難活動等の迅速化を図ることを目的に、牧山への最短ルートとして、都市計画道路
の整備を行う。
　延長Ｌ＝186ｍ

予
算
科
目

都市計画費5 項

東日本大震災関係費7 目

8 款 土木費
みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

( 1 ) 都市基盤の復旧・復興(  )

復
興
計
画

( 3 )第  節

Ｈ29 1,165,386,741円 561,057,485円 

総
合
計
画

( 1 )

事　業　名

第  章

Ｈ26 51,142,407円 4.4％

Ｈ27 239,413,022円 

　道路改良工事に着手し事業の進捗が図られた。引き続き、関係機関等との協議を十分に行いながら効
率的に事業を進めていく必要がある。

20.5％

Ｈ28

1,165,386,741円 

1,165,386,741円 

区分
実績等目標値

1,165,386,741円 Ｈ25 29,467,647円 

1,165,386,741円 405,921,587円 34.8％

48.1％

達成率
事業の進捗

2.5％

1　業務委託の実施
（1）御所入湊線道路整備工事積算業務（地下埋設部）

248,639,256
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2　工事委託の実施

（1）宮城県との施工協定による工事委託

9.3％

Ｈ29 8,347,840,277円 1,647,182,157円 19.7％

718,051,414

その他

（単位：円）

140,261,760円 1.7％

地方債国(県)支出金

927,714,000

780,246,815円 

8,347,840,277円 

1,683,647,485

Ｈ28 8,347,840,277円 

成果に係る評価

一般財源

　宮城県と工事に関する協定を締結し、事業進捗が図られた。引き続き、隣接工事と工程管理を密に行
いながら効率的に事業を進めていく必要がある。

37,882,071

予算の執行状況

予
算
科
目

7 目

8 款

5

みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

都市基盤の復旧・復興

1,683,647,485

決算額の財源内訳

決算額

（仮称）鎮守大橋整備事業費

事　業　名

項

予算額

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

目標値 実績等

東日本大震災関係費

( 1 )第  章

事業の進捗

事業コード

目的及び事業内容

Ｐ158 中　事　業

　被災時における復旧活動、避難活動等の迅速化を図ることを目的として、湊地区と門脇地区を結ぶ最
短ルートとして、都市計画道路の整備を行う。〔門脇町四丁目（新門脇地区被災市街地復興土地区画整
理事業区域）～川口町二丁目（湊西地区被災市街地復興土地区画整理事業区域）〕
　延長　Ｌ＝754ｍ（うち、橋梁分 Ｌ＝536ｍ）

総
合
計
画

土木費

都市計画費

Ｈ26

　宮城県と工事に関する協定を締結し、工事を実施した。

8,347,840,277円 

街路整備事業（門脇町三・四丁目1号線（仮称）鎮守大橋）
                                            〔復興基金〕

第  節

(  )

復
興
計
画

( 3 )

( 1 )

達成率

Ｈ30 8,347,840,277円 3,330,829,642円 39.9％

1　業務委託の実施
（1）井戸分布調査業務
（2）景観検討業務

001-301-003-00831

31,790,000円 0.4％

Ｈ27

区分
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22％

46％

年度

Ｈ29

Ｈ30

成果に係る評価

みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

都市基盤の復旧復興

( 1 )

第  節

(  )

復
興
計
画

( 3 )

( 1 )

第  章
予
算
科
目

7 目

8 款

5 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

土木費

都市計画費

事業コード

　東日本大震災により壊滅的な被害を受けた半島沿岸部において防災集団移転促進事業による高台移転
が進む中、人口が減少している雄勝、牡鹿の各中心部に行政、商工及び観光機能を集約した新たな拠点
エリアを整備することにより、被災した半島沿岸部の復興、地域の活性化を図るとともに、コンパクト
なまちづくりの実現を目指すものである。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　関係機関により構成される工事調整会議等を定期的に実施するなど、関係機関の連携強化により、基
盤整備工事の早期完成に向けた事業の進捗が図られている。
　また、各拠点施設の建設工事が同時に進められており、その進捗に伴い、基盤整備工事と施設建設工
事の調整が必要不可欠であることから、引き続き各関係機関と連携し、各地区の伝統産業や観光産業の
振興、地域コミュニティーの再生に資する拠点エリアの早期完成に向け取り組んでいく。

001-301-002-00916
001-301-002-00917

事　業　名
雄勝中心部地区拠点エリア整備事業〔復興交付金〕
鮎川浜地区拠点エリア整備事業〔復興交付金〕
北上にっこり地区拠点エリア整備事業〔復興交付金〕

地域再生拠点エリア整備事業費Ｐ154 中　事　業

1　雄勝中心部地区
　(1)　拠点エリア整備事業測量設計業務　一式
　(2)　防災集団移転促進事業等管理支援業務　一式
　(3)　物件等移転補償　7件
　(4)　基盤整備工事　一式
　
2　鮎川浜地区
　(1)　拠点エリア整備事業測量設計業務　一式
　(2)　防災集団移転促進事業等管理支援業務　一式
　(3)　物件等移転補償　5件
　(4)　基盤整備工事　一式

3　北上にっこり地区
　(1)　基盤整備工事　一式

　雄勝中心部地区については、各拠点施設用地、南側駐車場用地盛土工事の完了、艇庫用地盛土工事の
着手、地区内仮設道路、橋台、水路工事等を実施、鮎川浜地区においては、拠点エリア内盛土工事、区
画道路工事の実施、北上にっこり地区においては、敷地造成工事の完了など、各拠点エリアの基盤整備
事業を推進することができた。

　各地区拠点エリアにおける道路、排水路、広場等の基盤整備として、下記事業を実施した。

北上にっこり地区

0.6％

100％

鮎川浜地区

■ 事業進捗率（県道受託を含む）

39％

64％

雄勝中心部地区

予算の執行状況
予算額

1,264,540,550

決算額の財源内訳

決算額

1,216,854,138 140,911,738

その他

（単位：円）

550,624,000

地方債国(県)支出金

525,318,400

一般財源
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予算の執行状況
予算額

322,670,369

決算額の財源内訳

決算額

290,312,991 58,064,991

その他

（単位：円）

232,248,000

地方債国(県)支出金 一般財源

成果に係る評価

事業コード

　防災集団移転促進事業跡地である南浜東部地区において、石巻南浜津波復興祈念公園や防災マリーナ
整備事業などと連携した土地利用を図るため、市道南浜東1・2号線を整備するほか、旧北上川河川堤防
整備に合わせ雨水排水施設を整備する。
1　南浜東1号線ほか1路線整備事業（市道南浜東1・2号線）
 ・計画概要：延長Ｌ＝740ｍ、代表幅員Ｗ＝9.5ｍ
2　南浜地区雨水排水施設整備事業
 ・計画概要：流入管Ｌ＝133ｍ、樋管Ｌ＝54ｍ、ポンプ場（建築・土木施設、ポンプ機械・電気設備）

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

1　南浜東1号線ほか1路線整備事業（市道南浜東1・2号線）
   　今後は、引き続き用地取得の完了に向けて取り組むとともに、近接する他の工事との調整を図り
　 ながら工事を進め、令和元年度末の完成に向けて取り組んで行く必要がある。

2　南浜地区雨水排水施設整備事業
     今後は、近接する他の工事との調整を図りながら工事を進め、令和元年度末の完成に向けて取り
　 組んで行く必要がある。

001-301-003-01170
001-301-004-01169

事　業　名
南浜東1号線ほか1路線整備事業、南浜地区雨水排水施設整備事
業〔復興交付金〕

基盤整備事業関係費Ｐ155、Ｐ164 中　事　業

1　南浜東1号線ほか1路線整備事業（市道南浜東1・2号線）
　　 市道南浜東1・2号線に係る用地取得を実施したほか、道路新設工事を発注した。

2　南浜地区雨水排水施設整備事業
　　 昨年度に引き続き、国（東北地方整備局）へ施工を委託した旧北上川右岸南浜地区排水樋管設置
　 工事を進めた。
     また、ポンプ場建築・土木工事、ポンプ機械・電気設備工事を発注した。

1　南浜東1号線ほか1路線整備事業（市道南浜東1・2号線）
   　道路新設工事を発注したことにより事業を推進することができた。

2　南浜地区雨水排水施設整備事業
     国（東北地方整備局）へ施工を委託した旧北上川右岸南浜地区排水樋管設置工事が完了した。
     また、ポンプ場建築・土木工事、ポンプ機械・電気設備工事を発注したことにより、事業を推進
   することができた。

予
算
科
目

7 目

8 款

5 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 1 )土木費

都市計画費 第  節

(  )

復
興
計
画

( 3 )

( 1 )

第  章
みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

都市基盤の復旧・復興
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石巻市市街地再開発事業等補助金

（参考）

区域面積：0.08ha

地権者数：3名

開発概要：1、2階に店舗を備えた分譲住宅を整備し、まちなか居住の促進を図る事業

主な経過：平成27年 7月　　協議会設立

　　　　　平成29年 6月～　基本設計等

　　　　　平成30年 3月～　実施設計等

　　　　　平成31年 2月～　補償、土地整備

取　組　実　績

成　　　　果

　補助金の交付により、都市基盤の早期復旧・復興と中心市街地の活性化に向けた優良建築物等整備事
業の推進が図られた。

地方債国(県)支出金 一般財源

成果に係る評価

　都市基盤の復旧・復興と、中心市街地の活性化を図るため、優良建築物等整備事業により、まちなか
の定住促進と、にぎわい創出に向けて、令和2年度の竣工、事業完了を目指し、今後も引き続き補助事
業の継続を行うとともに、優良建築物等整備事業の施行者に対し適切な支援を行っていく。

予算の執行状況
予算額

43,580,000

決算額の財源内訳

決算額

43,580,000 10,895,000

その他

（単位：円）

32,685,000

事業コード

　まちなか居住を促進し、賑わいや交流を促す店舗の整備など、市街地の環境改善と併せて良好な市街
地住宅等の供給を図るため、優良建築物等整備事業を進める民間事業者に対し補助金を交付し事業を支
援する。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

001-301-001-01172 事　業　名
優良建築物等整備事業（中央二丁目3番地区（Ａ1地区））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔復興交付金〕

優良建築物等整備事業費Ｐ148 中　事　業

予
算
科
目

7 目

8 款

5 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 1 )土木費

都市計画費 第  節

(  )

復
興
計
画

( 3 )

( 1 )

第  章
みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

都市基盤の復旧・復興

43,580,000円

　優良建築物等整備事業の施行者に対し、事業化に向けての必要な助言や支援を行うとともに、事業の
進捗状況に応じて必要となる補助金を交付した。

補助金額

補償、土地整備 22,218,000円

21,362,000円

補助対象事業

地盤調査、実施設計
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石巻市市街地再開発事業等補助金

（参考）

区域面積：0.23ha

地権者数：8名

開発概要：1、2階に店舗を備えた分譲住宅を整備し、まちなか居住の促進を図る事業

主な経過：平成27年11月　　協議会設立

　　　　　平成28年10月～　基本設計等

　　　　　平成29年 2月～　実施設計等

　　　　　平成30年 1月～　建築工事着手

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 1 )土木費

都市計画費 第  節

(  )

復
興
計
画

( 3 )

( 1 )

第  章
みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

都市基盤の復旧・復興

予
算
科
目

7 目

8 款

5 項

事業コード

　まちなか居住を促進し、賑わいや交流を促す店舗の整備など、市街地の環境改善と併せて良好な市街
地住宅等の供給を図るため、優良建築物等整備事業を進める民間事業者に対し補助金を交付し事業を支
援する。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

001-301-001-01176 事　業　名
優良建築物等整備事業（中央二丁目4番南地区）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔復興交付金〕

優良建築物等整備事業費Ｐ149 中　事　業

（単位：円）

一般財源

　優良建築物等整備事業の施行者に対し、事業化に向けての必要な助言や支援を行うとともに、事業の
進捗状況に応じて必要となる補助金を交付した。

補助金額

160,076,000円

地方債国(県)支出金

補助対象事業

　補助金の交付により、都市基盤の早期復旧・復興と中心市街地の活性化に向けた優良建築物等整備事
業の推進が図られた。

160,076,000円工事監理費、共同施設整備費

成　　　　果

取　組　実　績

120,057,000

成果に係る評価

　都市基盤の復旧・復興と、中心市街地の活性化を図るため、優良建築物等整備事業により、まちなか
の定住促進と、にぎわい創出に向けて、令和元年度の竣工、事業完了を目指し、今後も引き続き補助事
業の継続を行うとともに、優良建築物等整備事業の施行者に対し適切な支援を行っていく。

予算の執行状況
予算額

160,076,000

決算額の財源内訳

決算額

160,076,000 40,019,000

その他
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石巻市市街地再開発事業等補助金

（参考）

区域面積：0.08ha

地権者数：4名

開発概要：1階に店舗を備えた賃貸住宅を整備し、まちなか居住の促進を図る事業

主な経過：平成26年12月　　協議会設立

　　　　　平成28年10月～　資金計画等

　　　　　平成30年 3月～　実施設計等

みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

都市基盤の復旧・復興

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 1 )土木費

都市計画費 第  節

(  )

復
興
計
画

( 3 )

( 1 )

第  章
予
算
科
目

7 目

8 款

5 項

事業コード

　まちなか居住を促進し、賑わいや交流を促す店舗の整備など、市街地の環境改善と併せて良好な市街
地住宅等の供給を図るため、優良建築物等整備事業を進める民間事業者に対し補助金を交付し事業を支
援する。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

001-301-001-01171 事　業　名 優良建築物等整備事業（立町二丁目4番地区）〔復興交付金〕

優良建築物等整備事業費Ｐ148 中　事　業

　優良建築物等整備事業の施行者に対し、事業化に向けての必要な助言や支援を行うとともに、事業の
進捗状況に応じて必要となる補助金を交付した。

補助金額

12,548,000円

地方債国(県)支出金 一般財源

成果に係る評価

　都市基盤の復旧・復興と、中心市街地の活性化を図るため、優良建築物等整備事業により、まちなか
の定住促進と、にぎわい創出に向けて、令和2年度の竣工、事業完了を目指し、今後も引き続き補助事
業の継続を行うとともに、優良建築物等整備事業の施行者に対し適切な支援を行っていく。

12,548,000円

補助対象事業

地盤調査、実施設計

　補助金の交付により、都市基盤の早期復旧・復興と中心市街地の活性化に向けた優良建築物等整備事
業の推進が図られた。

予算の執行状況
予算額

12,548,000

決算額の財源内訳

決算額

12,548,000 3,137,000

その他

（単位：円）

9,411,000
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予算の執行状況
予算額

4,127,000

決算額の財源内訳

決算額

3,165,000 1,583,000

その他

（単位：円）

地方債国(県)支出金

1,582,000

一般財源

成果に係る評価

事業コード

　地震発生時に起こり得る通学路等に面したブロック塀等の倒壊による事故を未然に防止し、通行人の
安全確保を図るため「石巻市スクールゾーン内危険ブロック塀等除却事業補助金交付要綱」に基づき、
通学路等に面した危険なブロック塀等を除却する方に対し、除却及び除却後に軽量材で塀を新設する費
用の一部を助成する。目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　危険度の高いブロック塀を除却あるいは、除却跡地に軽量なフェンス等を設置する方に対し、費用の
一部助成を行っている。市報やホームページにて周知しているものの実績は減少傾向にあったが、ブ
ロック塀事故の情報がテレビや新聞等で取り上げられたことにより、市民の関心が高まり実績は昨年を
上回った。今後も、わかりやすい周知を行うとともに、市民の安全を確保するため、事業を継続してい
く必要がある。

004-007-001-00204 事　業　名 スクールゾーン内危険ブロック塀等除却事業

地域住宅事業費（一般住宅）Ｐ100 中　事　業

　「石巻市スクールゾーン内危険ブロック塀等除却事業補助金交付要綱」に基づき、通学路等に面した
危険なブロック塀等を除却及び除却後に軽量材で塀を新設した方に対し、補助金を交付した。

1　補助金額

予
算
科
目

1 目

8 款

6 項 第 7 節

( 1 )

復
興
計
画

(  )

(  )

第 4 章
安心して健やかに暮ら
せるまち

災害に対する備えを充
実する

自然災害による被害を
軽減する

　(1)　除却補助

　　 1㎡当たり4,000円を乗じた額（限額額150,000円）

　(2)　設置補助

総
合
計
画

住宅管理費

(  )土木費

住宅費

2　申込期間

　 　平成30年5月1日～平成30年12月7日

　　 設置費用の1/3以内で、設置延長1ｍ当たり4,000円を乗じた額又は100,000円のいずれか低い額を
　 限度とする。

　通学路等に面した危険なブロック塀等の除却事業の実施により、地震におけるブロック塀等の倒壊に
よる事故を未然に防止し、児童、生徒など通行人の安全確保が図られた。

区　　分
成果指標

達成率
目標値 実績（除却件数）

Ｈ30 45件 34件 76％

Ｈ28 45件 10件 22％

Ｈ29 45件 8件 18％
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予算の執行状況
予算額

4,800,000

決算額の財源内訳

決算額

4,594,000 3,689,000

その他

（単位：円）

地方債国(県)支出金

905,000

一般財源

成果に係る評価

事業コード

　災害時における避難路を確保し、安全で良好な市街地の形成と居住環境の整備を図るため、「石巻市
狭あい道路整備要綱」に基づき、幅員4ｍ未満の狭あい道路に接する土地の所有者又は建築主等と協議
を行い、その当該道路の拡幅整備に対し、工事費用等の一部を助成する。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　安全で良好な市街地の形成と居住環境の整備を図るため、新築・増築や建て替え等を行う際に、土地
の所有者及び建築主等の理解と協力のもと、狭あい道路に接する土地の整備を行った。今後について
も、安全で安心なまちづくりのため、事業を継続していく必要がある。

006-002-002-00205 事　業　名 狭あい道路整備事業

地域住宅事業費（一般住宅）Ｐ125 中　事　業

　「石巻市狭あい道路整備要綱」に基づき、市街化区域内の幅員4ｍ未満の狭あい道路に接する土地の
所有者又は建築主等が実施した拡幅整備に対し、助成金を交付した。

1　助成金額

予
算
科
目

1 目

8 款

6 項

総
合
計
画

住宅管理費

(  )土木費

住宅費 第 2 節

( 2 )

復
興
計
画

(  )

(  )

第 6 章
地域の個性が輝き融和
するまち

地域間連携により、大
きな魅力を創出する

日常生活を支える道路
網を形成する

　   工作物移転工事等費用、登記費用及び境界立会い費用に対し、損失補償基準要綱等により算定し
   た額の3/4以内の額

　土地の所有者又は建築主等の理解と協力のもと、狭あい道路の拡幅整備を実施することにより、緊急
時の市民の安全が確保され、安全で良好な市街地の形成と居住環境の整備が図られた。

区　　分
成果指標

達成率
（参考）

目標値 実績（ａ） 建築確認数（ｂ) （ａ）/（ｂ）

1.33％

Ｈ29 40 件 22 件 55％ 1,521件 1.45％

Ｈ28 40 件 26 件 65％ 1,959件

2.31％Ｈ30 40 件 25 件 63％ 1,081件
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32％

Ｈ29 50件 9件 18％

市民の不安を解消し、これま
での暮らしを取り戻す

住まいの再建

恒久住宅の復旧・復興

総
合
計
画

住宅管理費

( 2 )土木費

住宅費 第  節

(  )

復
興
計
画

( 2 )

( 1 )

第  章
予
算
科
目

1 目

8 款

6 項

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　木造住宅の地震に対する安全性の確保及び向上のため、住宅の所有者が耐震診断を希望する場合、耐
震診断士の派遣に要する費用の一部を助成している。大地震での住宅倒壊がなかった経験などから耐震
化への意識が希薄になっており実績が減少傾向にあった。築年数が高い住宅が多い一部の地区を対象に
戸別訪問を実施し、啓発を促すパンフレットの配布と説明等を行った。地震に強いまちとして安心して
生活できるよう事業の継続と啓発に努めていく必要がある。

002-201-004-00390 事　業　名 木造住宅耐震診断助成事業

地域住宅事業費（一般住宅）Ｐ181 中　事　業

1　派遣に要する費用

　   市は、耐震診断士の派遣に要する費用のうち、対象住宅1棟当たり140,000円を上限に負担する。

2　申込期間

木造住宅の耐震診断を実施することにより、現行の耐震設計基準との比較検討がなされ、住宅の耐震化
に対する意識向上が図られた。

区　　分
成果指標

一般財源

成果に係る評価

事業コード

　木造住宅の地震に対する安全性の確保及び向上を図り、震災に強いまちづくりを推進するため、「石
巻市木造住宅耐震診断助成事業実施要綱」に基づき、市内に存する木造住宅の所有者が耐震診断を希望
する場合、耐震診断士を派遣し、耐震診断及び耐震改修計画の作成を行う。

目的及び事業内容

達成率
目標値 実績

　   平成30年5月1日～平成30年12月7日

Ｈ30 50件 27件 54％

Ｈ28 50件 16件

　「石巻市木造住宅耐震診断助成事業実施要綱」に基づき、昭和56年5月31日以前に着工された木造住
宅の耐震診断を希望する方に対し、市は耐震診断士を派遣し、耐震診断及び耐震改修計画の作成を行っ
た。

予算の執行状況
予算額

3,780,000

決算額の財源内訳

決算額

3,780,000 945,000

その他

（単位：円）

地方債国(県)支出金

2,835,000
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Ｈ30 20件 5件 25％

Ｈ28 20件 4件 20％

Ｈ29 20件 4件 20％

区　　分
成果指標

達成率
目標値 実績等

　耐震診断の結果に基づき、現行の耐震設計基準（昭和56年6月以降）に達していない木造住宅に耐震
改修工事を施すことで、現行の耐震設計基準以上の耐力性を満たした建物へと改善が図られた。

2　申込期間

　　平成30年5月1日～平成30年12月7日

（助成内訳）

　　耐震改修工事等に要する費用の4/5以内の額（1件当たりの助成限度額100万円）

　　※併せてその他改修工事を行う場合（建替工事を含む）

　　耐震改修工事に要する費用額の2/25以内（1件当たりの助成限度額10万円）

市民の不安を解消し、これま
での暮らしを取り戻す

住まいの再建

恒久住宅の復旧・復興

総
合
計
画

住宅管理費

( 2 )土木費

住宅費 第  節

(  )

復
興
計
画

( 2 )

( 1 )

第  章
予
算
科
目

1 目

8 款

6 項

成果に係る評価

事業コード

　大規模地震による住宅被害を減ずるため、「石巻市木造住宅耐震改修工事助成事業補助金交付要綱」
に基づき、耐震診断を行い、耐震改修計画の作成をした市内に存する木造住宅の所有者が耐震化工事を
実施する場合、補助金を交付する。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

  市の助成で木造住宅の耐震診断を実施した所有者が、耐震改修工事又は建替えを希望する場合、耐震
化工事に要する費用の一部を助成している。耐震診断を受けたものの、経済的なことや震災時に住宅が
倒壊しなかった経験等の理由により直ちに改修工事とは至らないのが現状。今後についても、倒壊によ
る事故を未然に防ぐため、改修工事の必要性などの理解を求めながら、市民の負担を軽減するために、
この事業の継続は必要である。

002-201-004-00391 事　業　名 木造住宅耐震改修工事助成事業

地域住宅事業費（一般住宅）Ｐ182 中　事　業

　「石巻市木造住宅耐震改修工事助成事業補助金交付要綱」に基づき、木造住宅の所有者が耐震改修工
事等を実施した場合、補助金を交付した。

1　補助金額    　　　 助成限度額　110万円

予算の執行状況
予算額

5,500,000

決算額の財源内訳

決算額

5,500,000 1,750,000

その他

（単位：円）

地方債国(県)支出金

3,750,000

一般財源
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1　平成24年12月1日　災害危険区域の設定

2　平成24年12月1日　東日本大震災に伴う石巻市がけ地近接等危険住宅移転事業補助金交付要綱施行

 補助金交付対象  危険住宅の除去等に要する経費

 移転先住宅の建設等に要する経費

3　平成24年12月3日　補助金交付申請受付開始

1　交付決定 件 円

うち平成30年度受付分 件 円

うち平成29年度受付分 件 円

うち平成28年度受付分 件 円

うち平成27年度受付分 件 円

うち平成26年度受付分 件 円

うち平成25年度受付分 件 円

うち平成24年度受付分 件 円

左のうち平成30年度決算分

2　交付済 件 円 件 円

うち平成30年度受付分 件 円 件 円

うち平成29年度受付分 件 円 件 円

うち平成28年度受付分 件 円 件 円

うち平成27年度受付分 件 円

うち平成26年度受付分 件 円

うち平成25年度受付分 件 円

うち平成24年度受付分 件 円

3　未交付（翌年度繰越） 件 円

うち平成30年度受付分 件 円

うち平成29年度受付分 件 円

　事業の実施により、早期の住宅再建に向けた住民の移転促進が図られた。

6

　早期の住宅再建を望む住民に対する移転支援策として、上記補助金の交付を実施することにより、移
転の促進が図られる。
　また、住宅の自立再建においては、様々なケースが想定されることから、市独自支援等、他制度との
整合を図りながら、移転支援を推進する必要がある。

成果に係る評価

目的及び事業内容

取　組　実　績

成　　　　果

17 108,454,000

684

18 144,522,000

72

124

3,083,979,000

395,141,000

702,380,000

38 186,001,000

592,041,000

227 961,839,000

72 395,141,000

184 592,041,000

2,939,457,000666

20,135,000

56,203,000

27

6

124 702,380,000

227 961,839,000

184

38 186,001,000 8

126,648,000

20,135,000

69,176,000

37,337,000

11

一般財源

126,648,000

予算の執行状況
予算額

183,449,000

決算額の財源内訳

決算額

31,663,000

事業コード

94,985,000

地方債

補助対象者　①災害危険区域内に被災時に居住していた方及び現在も居住している方

国(県)支出金 その他

実施計画
掲載ページ

予
算
科
目

3 目

8 款

6 項

　　　　　  ②災害危険区域外の場所に移転する方

　　　　 　 ③移転及び危険住宅の撤去又は再建住宅の土地建物に係る契約を行っていない方

補助額　　　①移転及び危険住宅の除去に要する費用　上限80万2千円

土木費

住宅費

市民の不安を解消し、これ
までの暮らしを取り戻す

住まいの再建

総
合
計
画

事　業　名

第  節

(  )

がけ地近接等危険住宅移転事業費

東日本大震災関係費 ( 1 )

復
興
計
画

( 2 )第  章

( 2 )

恒久住宅の復旧・復興

（単位：円）

中　事　業

　東日本大震災により甚大な被害を受けた地域であって、津波等により住民の生命等に危険を及ぼす恐
れのある災害危険区域に所在する住宅の移転を行う住民に対し、早期の住宅再建を図るため、補助金の
交付を行う。

　　　　　　②住宅の建設(購入)のため、金融機関等から融資を受けた場合の当該借入金利子に

Ｐ179

002-201-003-00389 がけ地近接等危険住宅移転事業〔復興交付金〕

              住宅建設（購入）　上限457万円　用地購入　上限206万円　用地造成　59万8千円

              相当する費用

13

88,319,000

7

22 138,123,000

15 81,920,000
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1　防災集団移転団地の設計、用地取得、造成工事の着工状況

全地区、宅地引渡し済み

※　雄勝中心部（伊勢畑団地）雄勝支所用地部分については、平成31年度完成予定

※　市街地に係る用地取得は土地取得特別会計、造成工事は市街地開発事業特別会計で実施

2　土地及び建物等購入に対する借入金利子、引越費用への補助金

平成25年度より、宅地引渡しまたは災害公営住宅入居後、順次受付し補助金を交付している。

3　災害危険区域内の被災した土地(宅地及び介在農地)の買取り

平成25年度より、意向を確認し、順次買取りを行っている。

　事業の実施により、都市基盤の早期復旧・復興、住宅再建に向けた事業の推進が図られた。
　

1　宅地供給状況

計 地区 戸

市街地 1 地区 戸

石巻 地区 戸

河北 地区 戸

雄勝 地区 戸

北上 地区 戸

牡鹿 地区 戸

2　補助金交付状況

平成30年度交付実績 件 円

平成30年度までの交付実績 件 円

※　交付対象には、移転促進区域内から復興住宅への入居者に対する引越費用補助金も含む。

3　被災元地買取状況

平成30年度契約実績 筆 ㎡ 円

平成30年度までの契約実績 筆 ㎡ 円

成　　　　果

取　組　実　績

47

73

829

1,441

138

98

11

2 138

13

8

12

165

815,709,983

（単位：円）

一般財源

8,115,521,156 6,740,557,883 5,924,847,900

実施計画
掲載ページ

目的及び事業内容

　東日本大震災により甚大な被害を受けた地域のうち、住民の居住に適当でないと認められる区域内に
ある住居の集団移転を実施し、都市基盤の復旧・復興と早期の住宅再建を図る。

予算の執行状況
予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他

目

総
合
計
画

第  章
復
興
計
画

( 1 )

事業コード 001-301-002-00316 事　業　名

みんなで築く災害に強
いまちづくり

第  節 ( 3 ) 減災まちづくりの推進

防災集団移転促進事業〔復興交付金〕

予
算
科
目

8 款 土木費

6 項 住宅費

3 都市基盤の復旧・復興

Ｐ153 中　事　業 防災集団移転促進事業費

東日本大震災関係費 (  ) ( 1 )

7,241 23,297,928,7342,404,892.39

成果に係る評価

58,973.62 535,268,631

296

2,042

672,144,000

3,997,831,000

137

　全地区において、宅地供給、補助金交付及び被災した土地の購入などにより、被災者の住宅再建促進
が図られた。
　今後、未再建者への支援制度の運用を継続する必要がある。
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平成30年度に下記の住宅の工事が完了した。

1 水押二丁目 1 二子（その2）

2 新西前沼第三 2 二子（その3）

5,794,168,190 3,994,886,469 494,600,000 3,489,192,000

Ｈ30年度 187 4,456

成果に係る評価

　平成30年度は整備計画通り187戸の住宅が完成し、計画戸数4,456戸全ての住宅の整備が完了した。
　本市における最優先課題であった、東日本大震災により住宅を失った被災者の住居確保が完了した。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

成　　　　果

　平成30年度においては187戸が完成し、市内全ての住宅の供給が完了した。
　工事完成率：4,456戸／4,456戸＝100％　（平成31年3月末時点）

完成年度 戸数 累計

Ｈ24年度 20 20

11,094,469

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

Ｈ28年度 1,235 3,673

Ｈ29年度 596 4,269

149

Ｈ26年度 780 929

Ｈ27年度 1,509 2,438

Ｈ25年度 129

目的及び事業内容

　東日本大震災により住宅を失った市民に対し、復興公営住宅を供給することにより、恒久住宅の復
旧・復興の推進を図る。
　市全体で4,456戸の整備を計画しており、市街地においては3,883戸、半島沿岸部においては573戸の
整備を行う。

取　組　実　績

住宅名（市街地） 戸数 整備手法 住宅名（半島沿岸） 戸数 整備手法

8

合計 40 合計 147

直接発注 39 民間買取

32 民間買取 108 民間買取

実施計画
掲載ページ

Ｐ179 中　事　業 復興公営住宅整備事業費

事業コード 002-201-003-00384 事　業　名 復興公営住宅整備事業〔復興交付金〕

予
算
科
目

目 東日本大震災関係費 (  )

6 項 住宅費 第  節 ( 2 ) 住まいの再建

復
興
計
画

( 2 )
市民の不安を解消し、これ
までの暮らしを取り戻す

( 1 ) 恒久住宅の復旧・復興

8 款 土木費
総
合
計
画

第  章

3
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